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6月定例会で決まりました6月定例会で決まりました
平成19年度安曇野市一般会計補正予算（第1号）など

平成19年安曇野市議会６月定例会は６月７日開会し、会期19日間をもって
６月25日に閉会しました。この間、市長提出議案など59件が審議されました。

2003年６月の地方自治法の一部改正により、

指定管理者制度が導入され、「公の施設」の管
理は、市の直営とするか、法人もしくは団体を
管理者に指定して代行させるか、どちらかに決
めなければならないことになりました。
これまでに多くの市の公の施設が指定管理者
の運営に移行していますが、今回は豊科中央児
童館、高家児童館、南穂高児童館の３館につい
て、来年４月から指定管理者制度を導入するこ
とに決まりました。

安曇野市児童館条例の一部を改正する条例

南穂高児童館（にこにこランド）
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1　主な歳入補正 

２　主な歳出補正 
主な事業内容 

補正予算額 
補正前の予算額 
補正後の予算額 

4億7,890万円 
325億円 

329億7,890万円 

三郷地区野沢山車補助　穂高地区神田集会所改修補助 

障害者通所施設利用促進扶助　障害者施設運営費扶助（自立支援法による課題の解消） 

地域密着型サービス施設建設補助（小規模特別養護老人ホーム＝すばる安曇共生会、認知症高齢者グループホーム＝七つの鐘） 

安曇野市のイメージアップ戦略として雑誌、新聞等のメディアを利用した広告の掲載外 

交流学習センター・三郷児童館整備 

環境保全活動支援補助（協定地区の拡大300ha⇒635ha） 

豊科地域交流センター、三郷地域交流センター用地地質調査外 

穂高プール指定管理者決定による減額（利用料金制採用）（管理者：㈱フクシ・エンタープライズ） 

市道西穂高451号線の事業拡大（内示額増額） 

390万8千円 

800万円 

5,500万円 

680万円 

3億9,365万2千円 

368万5千円 

229万6千円 

△523万1千円 

363万円 

一般財源 

特定財源 

特別交付金　地方自治法施行規則の改正による歳入科目の新設（児童手当拡充分の地方財政負担を項で新設） 

老人保健特別会計繰入金　前年度精算分（老人保健特別会計の平成18年度分国庫負担金の精算追加交付に基づき一般会計からの繰入金を平成19年度において精算） 

 

地域介護・福祉空間整備交付金（地域密着型サービス施設建設補助） 

市町村合併推進体制整備費補助金（土地利用構想策定費） 

児童館等施設整備事業補助金 

減債基金繰入金（一部取りやめ） 

福祉基金繰入金（交流学習センター（児童館）用地取得費分の繰り入れ） 

総務費雑入（市町村振興協会交付金サマージャンボ宝くじの収益金） 

交流学習センター（児童館）設事業債（合併特例債） 

1,000万円 

7,766万円 

 

5,500万円 

1,800万円 

3,421万円 

△1億1,400万円 

1億4,384万2千円 

2,612万4千円 

2億1,610万円 

平成19年度一般会計補正予算（第1号）の概要 
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6月定例会で決まりました

新設された宮城低区配水池（穂高地域）
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議事録インターネット配信
定例会・臨時会の議事録が、インターネットでご覧になれます。
議員名やキーワードで検索できるインターネット配信システムです。
議会の情報等をわかり易く配信します。
＊検索方法：安曇野市のホームページ→市議会→会議録検索システ

ムでご覧になれます。

http://www.gijiroku.jp/gikai/c_azumino/index.html
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市長提出報告第7号 
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市長提出報告第13号 
市長提出報告第14号 
市長提出報告第15号 
市長提出報告第16号 
市長提出報告第17号 
市長提出議案第63号 
市長提出議案第64号 
市長提出議案第65号 
市長提出議案第66号 
市長提出議案第67号 
市長提出議案第68号 
市長提出議案第69号 
市長提出議案第70号 
市長提出議案第71号 
市長提出議案第72号 
市長提出議案第73号 
市長提出議案第74号 
市長提出議案第75号 
市長提出議案第76号 
市長提出議案第77号 
市長提出議案第78号 
市長提出議案第79号 
市長提出議案第80号 

 
 

議員提出第6号 
議員提出第7号 
議員提出第8号 
議員提出第9号 
議員提出第10号 

 
 

請願第2号 
請願第3号 
請願第4号 
請願第5号 
請願第6号 

 
 

平成18年陳情第20号 
陳情第2号 
陳情第5号 
陳情第6号 
陳情第7号 
陳情第8号 
陳情第9号 
陳情第10号 
陳情第11号の1 
陳情第11号の2 
陳情第12号 
陳情第13号 

平成18年度安曇野市一般会計繰越明許費繰越計算書について 
平成18年度安曇野市介護保険特別会計繰越明許費繰越計算書について 
平成18年度安曇野市下水道事業特別会計繰越明許費繰越計算書について 
平成18年度安曇野市一般会計事故繰越し繰越計算書について 
平成18年度安曇野市下水道事業特別会計事故繰越し繰越計算書について 
平成18年度安曇野市水道事業会計予算繰越計算書について 
地方自治法第180条の規定による専決処分の報告について 
専決処分の承認を求めることについて（安曇野市税条例の一部を改正する条例） 
専決処分の承認を求めることについて（安曇野市国民健康保険税条例の一部を改正する条例） 
専決処分の承認を求めることについて（平成18年度安曇野市一般会計補正予算（専決第1号）） 
専決処分の承認を求めることについて（平成18年度安曇野市同和地区住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（専決第1号）） 
専決処分の承認を求めることについて（平成18年度安曇野市国民健康保険特別会計補正予算（専決第1号）） 
専決処分の承認を求めることについて（平成18年度安曇野市老人保健特別会計補正予算（専決第1号）） 
専決処分の承認を求めることについて（平成18年度安曇野市介護保険特別会計補正予算（専決第1号）） 
専決処分の承認を求めることについて（平成18年度安曇野市下水道事業特別会計補正予算（専決第1号）） 
専決処分の承認を求めることについて（平成18年度安曇野市北の沢山林財産区特別会計補正予算（専決第1号）） 
専決処分の承認を求めることについて（平成18年度安曇野市産業団地造成事業特別会計補正予算（専決第1号）） 
政治倫理の確立のための市長の資産等の公開に関する条例の一部を改正する条例の制定について 
安曇野市公の施設の指定管理者の指定手続等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 
安曇野市特別職の職員等の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について 
安曇野市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例の制定について 
安曇野市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について 
安曇野市穂高健康支援センター条例の一部を改正する条例の制定について 
安曇野市児童館条例の一部を改正する条例の制定について 
安曇野市営宿舎事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 
安曇野市都市公園条例の一部を改正する条例の制定について 
黒沢洞合自然公園の設置及び管理に関する条例の制定について 
安曇野市文化財保護条例の一部を改正する条例の制定について 
平成19年度安曇野市一般会計補正予算（第1号）について 
平成19年度安曇野市老人保健特別会計補正予算（第1号）について 
平成19年度安曇野市北の沢山林財産区特別会計補正予算（第1号）について 
平成19年度安曇野市水道事業会計補正予算（第1号）について 
安曇野市外１市山林組合規約の変更について 
市道の廃止について 
市道の認定について 
 
 
30人学級の早期実現、教職員定数増を求める意見書の提出について 
長野県独自の30人規模学級の小・中全学年への早期拡大と県独自に教職員配置増を求める意見書の提出について 
「義務教育費国庫負担制度の堅持」を求める意見書の提出について 
日豪ＥＰＡ交渉及びＷＴＯ農業交渉に関する意見書の提出について 
議員の研修視察について 
 
 
30人学級の早期実現、教職員定数増を求める意見書提出に関する請願書 
長野県独自の30人規模学級の小・中全学年への早期拡大と県独自に教職員配置増を求める意見書提出に関する請願書 
「義務教育費国庫負担制度の堅持」を求める請願書 
公共事業請負制度の改善並びに板金工業組合保証制度の導入に関する請願 
明科高等学校に通う生徒の通学の便を図るため、大糸線駅と明科駅を結ぶバス運行に関する請願 
 
 
中国人強制連行強制労働に関する意見書提出についての陳情 
公共工事に関する建築物の設計者の選定及び建設省告示第1206号による設計報酬基準の採用について 
議長・副議長の会派離脱を求める要望書 
議会改革に関わる要望書 
「公共サービスの安易な民間開放に反対し、国民生活の「安心・安全」の確立を求める意見書」提出に関する陳情 
し尿収集許可業者の転廃業に関わる助成金についての要望 
特別支援教育支援員の資質向上と適切な配置を求める要望書 
一般競争入札における地域性の確保について（要望） 
国保税（料）と住民税の賦課・徴収に関する陳情書（総務委員会所管事項） 
国保税（料）と住民税の賦課・徴収に関する陳情書（環境経済委員会所管事項） 
日豪ＥＰＡ交渉及びＷＴＯ農業交渉に関する陳情書 
日豪ＥＰＡ交渉及びＷＴＯ農業交渉に関する陳情書 
 
 
安曇野市外１市山林組合議会の議員の選挙について 
「長野県後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙」 

承　　認 
承　　認 
承　　認 
承　　認 
承　　認 
承　　認 
受　　理 
承　　認 
承　　認 
承　　認 
承　　認 
承　　認 
承　　認 
承　　認 
承　　認 
承　　認 
承　　認 
原案可決 
原案可決 
原案可決 
原案可決 
原案可決 
原案可決 
原案可決 
原案可決 
原案可決 
原案可決 
原案可決 
原案可決 
原案可決 
原案可決 
原案可決 
原案可決 
原案可決 
原案可決 

 
 

原案可決 
原案可決 
原案可決 
原案可決 
原案可決 

 
 

採　　択 
採　　択 
採　　択 
継続審査 
採　　択 

 
 

審議未了 
継続審査 
不 採 択  
継続審査 
継続審査 
継続審査 
採　　択 
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継続審査 
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結　果 
【市長提出議案】 

件　　　　　　　　　　　　　　名 議案番号 

結　果 議案番号 
【議員提出議案】  
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【陳情】 

件　　　　　　　　　　　　　　名 

結　果 議案番号 
【選挙】 

件　　　　　　　　　　　　　　名 

平成19年安曇野市議会 ６月定例会 

議案の審査結果 議案の審査結果 
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20議員 市
政
問

を
う

市
政
問

を
う

一　般　質　問

６月20日（水）

吉田　満男　P５

大月　晃雄　P６

青柳　吉宏　P６

下里喜代一　P７

浜　　昭次　P７

松尾　　宏　P８

藤原　広徳　P８

６月21日（木）

山田　高久　P９

黒岩　宏成　P９

青柳　圭二　P10

小林　純子　P10

藤森　康友　P11

丸山　祐之　P11

平林　徳子　P12

６月22日（金）

松澤　好哲　P12

宮下　明博　P13

草深　　温　P13

松森　幸一　P14

浅川　保門　P14

小林　紀之　P15

６月定例会では、６月20日から22日までの３日間に一般質問が行われました。

20議員が質問に立ち、活発な質問や提案がなされました。

平成19年安曇野市議会6月定例会一般質問

少
年
海
外
協
力
隊
、
現

職
参
加
派
遣
条
例
制
定
に

つ
い
て
、
派
遣
す
る
事
に
よ
っ

て
人
材
の
活
躍
は
行
政
効
果
を

高
め
る
上
で
必
要
不
可
欠
で
あ

り
、
職
場
に
あ
っ
て
は
組
織
の

活
性
化
に
も
役
立
つ
も
の
と
思

う
が
ど
う
か
。
人
を
育
て
る
と

い
う
こ
と
が
非
常
に
大
切
か
と

思
う
が
。

（
市
長
）
海
外
で
活
動

し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
、

本
人
に
と
っ
て
も
、
ま
た
戻
っ

て
か
ら
そ
の
職
員
の
見
識
が
広

が
る
と
い
う
こ
と
で
、
大
変
有

意
義
な
こ
と
だ
ろ
う
と
思
っ
て

い
る
。
現
在
、
地
方
公
務
員
法

の
一
部
改
正
に
よ
り
、
自
己
啓

発
等
休
業
制
度
が
創
設
さ
れ
て

お
り
、
３
年
を
超
え
な
い
範
囲

で
、
国
際
貢
献
活
動
の
た
め
に

休
業
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

た
だ
い
ま
合
併
間
も
な
い
時
期

で
あ
り
、
今
後
の
職
員
の
定
員

適
正
化
計
画
等
を
今
、
実
施
を

し
て
お
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
職

員
の
意
向
等
も
諮
る
な
か
、
考

え
て
い
き
た
い
。

安
曇
野
ブ
ラ
ン
ド
に
つ

い
て
、
観
光
や
農
産
物
の

み
で
な
く
、将
来
を
見
据
え
て
、

芸
術
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
も

の
づ
く
り
等
、
多
分
野
に
渡
っ

て
の
人
材
育
成
の
ま
ち
づ
く
り

を
中
心
と
し
た
ブ
ラ
ン
ド
化
が

出
来
な
い
か
。

（
市
長
）
現
在
は
人
材

発
掘
を
や
っ
て
も
ら
っ
て

い
る
。
安
曇
野
ブ
ラ
ン
ド
の
な

か
で
人
材
を
育
成
し
て
い
く
こ

と
、
こ
れ
は
な
か
な
か
難
し
い

こ
と
で
あ
る
。
安
曇
野
ブ
ラ
ン

ド
を
形
成
し
て
い
た
だ
く
、
あ

る
い
は
担
っ
て
い
た
だ
く
方
々

を
発
掘
し
て
い
た
だ
い
て
、
そ

う
い
っ
た
方
を
中
心
に
、
そ
の

グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
か
ら
ブ
ラ

ン
ド
づ
く
り
に
大
い
に
力
を
出

し
て
い
た
だ
く
、
そ
う
い
っ
た

側
面
的
支
援
を
し
て
い
く
べ
き

も
の
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

地
域
活
動
事
業
へ
の

支
援
に
つ
い
て

つ
な
が
り
ひ
ろ
が
る

地
域
づ
く
り
事
業
に
つ

い
て
、
現
在
43
件
の
申
請
が

あ
る
が
、
内
容
と
各
総
合
支

所
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に

審
査
を
進
め
て
い
く
の
か
。

（
企
画
財
政
部
長
）
い

い
も
の
を
全
て
採
用
し

て
い
く
と
い
う
姿
勢
で
あ
る
。

選
考
基
準
の
着
眼
点
と
し
て

は
、
郷
土
事
業
と
し
て
の
特

性
、
い
わ
ゆ
る
地
域
住
民
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
事
業
で

あ
っ
て
、
住
民
の
協
働
、
世

代
間
の
交
流
が
図
れ
る
か
、

な
ど
、
ま
た
、
事
業
の
実
現

性
、
具
体
性
が
あ
り
、
将
来

自
立
し
た
活
動
に
つ
な
が
る

こ
と
な
ど
を
重
点
に
選
考
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。
今
回

の
申
請
の
結
果
に
つ
い
て
は
、

審
査
が
終
了
次
第
決
裁
を
受

け
て
、
事
業
を
進
め
て
い
た

だ
く
。

各
総
合
支
所
長
の
権

限
に
つ
い
て
、
現
状
は

ど
う
か
。

（
総
務
部
長
）
本
庁
部

長
と
同
等
の
決
裁
権
を

設
定
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

地
域
要
望
の
選
定
、
所
管
す

る
行
政
財
産
の
維
持
管
理
な

ど
、
地
域
の
住
民
生
活
に
直

接
か
か
わ
る
も
の
に
つ
い
て
、

支
所
長
の
先
決
事
項
を
明
確

に
し
て
い
る
。
今
後
、
総
合

支
所
長
の
力
が
十
分
発
揮
さ

れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

有
害
鳥
獣
駆
除

対
策
に
つ
い
て

有
明
の
住
宅
地
近
く

で
夜
間
の
鷺
（
さ
ぎ
）

の
鳴
き
声
や
、
漁
業
・
水
稲

へ
の
被
害
、
ま
た
、
糞
の
被

害
な
ど
が
多
発
し
て
い
る
が
、

対
策
に
つ
い
て
は
。

（
産
業
観
光
部
長
）
猟

友
会
に
依
頼
し
て
駆
除

を
し
て
い
る
。

非
常
に
苦
慮
し
て
い
る
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
十
分
な
る

検
討
を
し
な
が
ら
対
策
を
と

っ
て
い
き
た
い
。

人
材
育
成
に
つ
い
て吉

　
田
　
満
　
男

議
員

�

�
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�
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安
曇
野
市
と
筑
北
村
を

結
ぶ
国
道
403
号
線
矢
越
ト

ン
ネ
ル
を
、
県
が
新
し
く
開
け

る
た
め
に
調
査
に
入
っ
た
。

403
号
線
は
昔
か
ら
大
変
危
険

な
場
所
で
あ
り
、
ト
ン
ネ
ル
が

開
く
位
置
に
よ
っ
て
は
、
Ｊ
Ｒ

の
廃
線
敷
を
、
国
道
と
し
て
の

利
用
が
可
能
に
な
る
。
今
の

403
号
線
は
、
片
側
が
一
級
河

川
・
片
側
は
山
で
拡
幅
工
事
が

難
し
い
。
今
般
、
長
久
保
地
域

で
地
滑
り
が
発
生
し
た
。今
後
、

403
号
線
が
寸
断
さ
れ
る
と
、

陸
の
孤
島
に
な
る
。潮
沢
に
は
、

生
活
道
路
と
国
道
の
２
本
が
必

要
。
Ｊ
Ｒ
の
廃
線
敷
を
国
道
に

付
け
替
え
る
か
、
バ
イ
パ
ス
と

し
て
活
用
す
る
計
画
が
あ
る
の

か
。

（
都
市
建
設
部
長
）
国

道
403
号
線
、
千
曲
市
に
通

ず
る
生
活
幹
線
道
路
は
、
線
形

不
良
、
幅
員
が
狭
い
と
、
道
路

整
備
促
進
期
成
同
盟
会
で
要
望

し
て
い
る
。
新
矢
越
ト
ン
ネ
ル

を
、
筑
北
村
と
の
境
の
峠
に
新

設
す
る
計
画
。
１
５
０
０
ｍ
の

ト
ン
ネ
ル
を
、
松
本
建
設
事
務

所
で
事
業
化
に
向
け
、
19
年
度

は
、
出
入
口
の
調
査
に
入
り
、

廃
線
敷
の
利
用
に
つ
い
て
、
県

で
は
矢
越
ト
ン
ネ
ル
の
進
捗
状

況
を
見
、
整
備
方
法
の
一
案
と

し
て
検
討
す
る
と
し
て
い
る
。

地
域
づ
く
り
事
業
補
助
金
の

申
請
受
付
結
果
と
問
題
点

つ
な
が
り
ひ
ろ
が
る
地

域
づ
く
り
事
業
補
助
金
、

500
万
円
の
予
算
で
、
42
件
、
320

万
円
と
申
し
込
み
が
少
な
か
っ

た
。こ
の
資
金
は
協
働
の
何
か
。

（
企
画
財
政
部
長
）
協

働
の
き
っ
か
け
を
つ
く
る

補
助
金
。こ

の
内
容
で
は
申
し
込

み
が
な
い
は
ず
。
二
分
の

一
の
自
己
資
金
が
な
い
と
申
請

が
で
き
な
い
。
新
し
い
グ
ル
ー

プ
が
地
域
の
た
め
に
奮
起
し
よ

う
と
思
っ
て
も
こ
れ
で
は
何
も

で
き
な
い
。
10
万
円
は
と
て
も

貴
重
な
税
金
。
補
助
金
で
は
な

く
、
資
金
が
な
く
て
も
使
用
で

き
る
支
援
金
と
し
て
活
用
で
き

る
制
度
に
改
正
す
べ
き
。
県
の

元
気
づ
く
り
支
援
金
は
ソ
フ
ト

事
業
で
十
分
の
十
、
ハ
ー
ド
事

業
で
三
分
の
二
と
金
額
も
多

い
。

（
市
長
）
始
ま
っ
た
ば

か
り
。
市
民
が
ど
の
よ
う

に
力
を
出
す
か
、
各
論
で
検
討

し
て
い
く
。
不
都
合
が
あ
れ
ば

改
善
す
る
。

〔
要
望
〕
大
町
市
の
き
ら
り
輝

く
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
事
業

は
、
予
算
１，
５
０
０
万
円
。

市
民
に
よ
る
公
開
審
査
を
し
、

上
限
20
万
円
、
30
万
円
、
150

万
円
を
限
度
に
支
援
し
て
い

る
。
市
民
に
合
併
効
果
が
身
近

に
見
え
て
こ
な
い
。も
う
少
し
、

地
域
づ
く
り
で
市
民
に
活
力
を

与
え
て
も
良
い
。
Ｐ
Ｒ
を
し
、

補
正
予
算
を
組
む
意
気
込
み
が

必
要
。

ア
ル
プ
ス
に
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
と

桃
源
郷
の
ふ
る
さ
と

前
回
提
案
し
た
ロ
ー
プ

ウ
ェ
ー
を
ア
ル
プ
ス
に
上

げ
る
件
、
桃
源
郷
の
ふ
る
さ
と

づ
く
り
の
件
、
ど
う
対
処
し
て

い
る
か
。

（
産
業
観
光
部
長
）
大

変
貴
重
で
夢
の
あ
る
提

案
。
事
業
化
に
は
、
志
向

性
・
採
算
性
・
利
用
可
能

性
・
環
境
保
全
か
ら
困
難
と

判
断
。
可
能
か
不
可
能
か
調

査
研
究
し
て
い
る
。
桃
源
郷

は
、
花
の
観
光
資
源
に
活
用

し
、
中
山
間
の
耕
作
困
難
な

地
域
に
桃
の
栽
培
が
で
き
れ

ば
と
考
え
る
。
観
光
資
源
と

な
る
よ
う
検
討
す
る
。

（
市
長
）
夢
は
簡
単
に

手
に
入
ら
な
い
か
ら
夢
。

民
間
の
力
を
主
体
に
、
機
会

が
あ
れ
ば
積
極
的
に
働
き
か

け
る
。
桃
も
、
植
樹
活
動
の

中
で
意
識
の
中
に
入
れ
て
い

た
だ
け
れ
ば
広
が
る
。

新
矢
越
ト
ン
ネ
ル
新
設
に
お
け
る
、
国
道
四
〇
三
号
線
の

改
良
促
進
と
、
Ｊ
Ｒ
廃
線
敷
の
国
道
付
け
替
え
に
つ
い
て

大
　
月
　
晃
　
雄

議
員

� �
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国
政
を
ど
う
と
ら
え
る

か
は
、
地
方
自
治
体
の
姿

勢
に
か
か
わ
る
重
要
な
問
題
で

あ
る
。

安
倍
政
権
は
美
し
い
国
を
つ

く
る
と
い
う
が
、
そ
こ
に
は
国

民
の
姿
が
見
え
な
い
。大
企
業
、

財
界
は
空
前
の
利
益
を
上
げ
て

い
る
が
、
国
民
の
生
活
は
ま
す

ま
す
深
刻
に
な
っ
て
い
る
。
安

倍
政
権
は
憲
法
改
正
を
公
言
し

て
い
る
。
教
育
基
本
法
の
改
悪

に
つ
づ
き
、
今
国
会
で
憲
法
の

改
正
手
続
法
案
が
強
行
採
決
さ

れ
た
。政
・
官
・
財
界
の
癒
着
、

利
権
に
よ
る
事
件
が
つ
ぎ
つ
ぎ

と
吹
き
出
す
。
こ
う
い
う
汚
い

政
治
が
、
今
の
ま
ま
進
め
ば
美

し
い
国
で
は
な
く
、
変
な
国
に

な
っ
て
し
ま
う
。
市
長
の
考
え

は
。

（
市
長
）
今
の
政
治
の

あ
り
方
は
、
大
変
な
混
乱

だ
と
思
っ
て
い
る
。
年
金
に
つ

い
て
も
、
当
初
は
与
野
党
が
責

任
を
押
し
つ
け
合
い
、
国
民
に

と
い
う
視
点
を
持
っ
て
い
な

い
。地
方
分
権
一
括
法
に
よ
り
、

地
方
と
国
の
関
係
は
対
等
、
平

等
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
大

き
な
こ
と
で
あ
る
が
、
実
態
は

三
位
一
体
改
革
な
ど
、
消
化
不

良
で
あ
る
。
地
方
は
も
っ
と
声

を
大
き
く
し
、
国
に
要
求
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

地
方
自
治
体
を
い
い
方
向
で
改

革
し
よ
う
と
合
併
を
し
て
頑
張

っ
て
い
る
。
変
ら
な
い
の
は
国

で
は
な
い
か
と
思
う
。
強
く
主

張
で
き
る
、
闘
う
自
治
体
に
な

る
た
め
に
、
実
力
を
つ
け
て
い

く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
、

総
合
支
所
の

サ
ー
ビ
ス
低
下
　

本
庁
と
総
合
支
所
の
問

題
は
、
合
併
に
よ
り
生
じ

た
問
題
で
あ
り
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
を
後
退
さ
せ
な
い
、
そ
こ
に

住
民
の
注
目
が
あ
っ
た
。
４
月

に
支
所
の
機
構
改
革
が
さ
れ

た
。
今
ま
で
支
所
で
済
ん
だ
こ

と
が
、
用
が
足
り
な
い
な
ど
、

一
定
の
不
都
合
が
生
じ
て
い
る

こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
本
庁
の

機
能
の
論
議
が
今
な
さ
れ
て
い

る
と
思
う
が
、
こ
れ
か
ら
も
支

所
の
縮
小
・
人
員
削
減
は
あ
る

の
か
。（

総
務
部
長
）
本
庁
・

支
所
は
ど
ち
ら
か
に
重
き

を
置
く
と
い
う
こ
と
は
な
く
、

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
す
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
定
員
適
正

化
計
画
の
中
で
、
業
務
の
見
直

し
を
求
め
ら
れ
て
お
り
、
見
直

し
は
こ
れ
か
ら
も
進
め
て
い

く
。

指
定
管
理
者
、
㈱
三
郷

ベ
ジ
タ
ブ
ル
に
つ
い
て

指
定
管
理
者
が
管
理
・

運
営
す
る
事
業
の
、
日
常

業
務
の
動
き
は
、
ど
の
よ
う
に

掌
握
し
て
い
る
の
か
。

（
総
務
部
長
）
各
所
管

で
管
理
し
て
い
る
が
、
定

期
的
な
現
場
へ
の
入
り
こ
み
等

が
行
わ
れ
て
い
く
と
思
う
。

民
間
の
会
社
に
指
定
管

理
者
の
指
定
を
す
る
場

合
、公
の
仕
事
を
行
う
企
業
が
、

法
を
尊
重
し
て
い
な
い
と
な
れ

ば
問
題
で
あ
る
。
き
ち
ん
と
雇

用
体
系
が
出
来
て
い
る
の
か
、

調
査
し
て
い
る
か
。

（
総
務
部
長
）
所
管
の

方
で
調
査
し
て
い
く
こ
と

に
な
る
と
思
う
。

ト
マ
ト
栽
培
施
設
事
業

で
、
㈱
三
郷
ベ
ジ
タ
ブ
ル

か
ら
市
に
入
っ
て
こ
な
い
、

７，

０
０
０
万
円
の
重
み
を
ど

の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
の

か
。

（
副
市
長
）
当
初
の
計

画
の
通
り
行
か
な
か
っ

た
。
判
断
の
甘
さ
が
あ
っ
た
と

責
任
を
感
じ
て
い
る
。
再
建
計

画
を
示
し
て
あ
る
。

若
干
の
遅
れ
は
あ
る
が
、
そ

の
な
か
で
き
ち
ん
と
精
算
し
て

い
く
。

��

��

�� �� ��

安
倍
政
権
の
「
美
し
い
国
」
は
「
変
な
国
」
に
進
む
の
で
は
？

青
　
柳
　
吉
　
宏

議
員
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３
月
に
行
っ
た
再
質
問

の
よ
う
な
形
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
が
、
不
祥
事
が
現
実
に

連
続
し
て
発
生
し
、
そ
の
反
省

の
上
に
立
っ
て
５
月
29
日
に
倫

理
研
修
会
な
る
も
の
を
開
催
し

て
行
政
マ
ン
の
啓
発
を
図
っ
た

と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
内
容
は

ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た

か
。

（
総
務
部
長
）
職
員
の

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法

令
遵
守
）意
識
の
醸
成
を
含
め
、

主
に
管
理
監
督
職
の
危
機
管
理

意
識
を
再
確
認
す
る
た
め
の
研

修
内
容
で
、
職
場
を
離
れ
る
こ

と
が
で
き
な
い
職
員
以
外
全
員

の
出
席
で
開
催
し
た
。

自
治
体
の
真
の
危
機
は
不
祥

事
で
あ
り
、
前
例
や
慣
習
に
従

っ
た
甘
え
の
職
場
風
土
が
最
大

の
原
因
で
あ
り
、
日
常
業
務
で

の
７
つ
の
行
動
指
針
と
組
織
と

し
て
の
７
つ
の
初
期
対
応
、
心

得
と
い
う
具
体
的
な
行
動
基
準

の
提
起
を
受
け
た
。

こ
の
倫
理
研
修
会
は
、

今
後
と
も
定
期
的
に
開
催

し
て
い
く
の
か
。

（
総
務
部
長
）
今
回
の

開
催
は
緊
急
的
で
あ
っ
た

が
、
今
後
は
計
画
的
に
全
職
員

あ
る
い
は
管
理
職
、
専
門
職
を

対
象
に
考
え
て
い
き
た
い
。

臨
時
職
員
あ
る
い
は
パ

ー
ト
職
員
に
関
す
る
採
用

規
定
は
市
と
し
て
現
在
あ
る
の

か
。
な
け
れ
ば
今
後
作
成
し
得

る
の
か
。

（
総
務
部
長
）
基
本
的

に
は
事
務
遂
行
能
力
と
勤

務
可
能
状
況
を
主
な
基
準
と
し

た
。
し
か
し
、
今
後
は
一
層
注

意
深
く
選
考
し
て
い
く
。

今
後
、コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

（
法
令
遵
守
）
と

ど
う
向
き
合
っ
て
い
く
の
か

今
回
の
事
件
に
端
を
発

し
た
行
政
の
あ
り
方
と
い

う
の
は
、
人
員
配
置
だ
と
か
職

務
遂
行
上
の
法
令
遵
守
は
当
然

の
こ
と
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い

が
、
例
え
ば
給
食
セ
ン
タ
ー
の

調
理
用
蒸
気
ボ
イ
ラ
ー
に
つ
い

て
み
れ
ば
、
技
能
講
習
受
講
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
も
の
も

あ
る
と
思
う
が
。

（
教
育
次
長
）
穂
高
、

三
郷
、
堀
金
の
３
給
食
セ

ン
タ
ー
は
貫
流
式
小
型
ボ
イ
ラ

ー
に
該
当
す
る
た
め
、
事
業
者

に
よ
る
特
別
教
育
を
受
け
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
こ
れ
か
ら

建
設
さ
れ
る
南
部
給
食
セ
ン
タ

ー
は
、
所
長
が
取
り
扱
い
技
能

講
習
を
終
了
、
７
月
に
は
第
一

種
圧
力
容
器
取
り
扱
い
技
能
講

習
資
格
取
得
予
定
だ
。
今
後
の

人
事
異
動
も
配
置
後
に
資
格
取

得
は
随
時
遂
行
さ
せ
た
い
と
考

え
て
い
る
。

そ
ん
な
例
か
ら
今
後
の

行
政
組
織
の
構
築
に
つ
い

て
の
意
見
を
聞
き
た
い
。

（
総
務
部
長
）
人
事
に

対
す
る
風
通
し
の
良
さ
、

そ
の
こ
と
を
部
長
会
議
等
の
な

か
で
議
題
に
し
、
反
映
さ
せ
る

よ
う
な
形
を
検
討
し
て
い
く
。

収
入
役
は
一
昨
年
の
就

任
あ
い
さ
つ
で
、
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
に
徹
し
業
務
に
精

励
し
た
い
旨
の
言
葉
が
あ
っ

た
。
今
回
ど
の
よ
う
な
感
想
を

持
っ
た
か
。

（
収
入
役
）
事
件
そ
の

も
の
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、納
税
者
・
市
民
の
信
頼
を
失

う
こ
と
に
よ
り
、
広
く
行
政
行

為
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
支
障
を

き
た
す
こ
と
は
誠
に
遺
憾
だ
。

公
金
や
そ
れ
に
準
じ
た
現
金

を
扱
う
部
署
の
現
状
把
握
を
し

た
と
こ
ろ
、
52
課
354
業
務
で

現
金
を
扱
っ
て
い
た
。

今
後
改
善
で
き
る
と
こ
ろ
か

ら
改
善
を
め
ざ
し
、
現
金
は
必

ず
複
数
人
で
確
認
、
組
織
と
し

て
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
・
体
制
を

改
善
し
手
元
に
置
く
現
金
は

額
、
期
間
と
も
最
小
限
に
留
め

る
と
い
っ
た
心
が
け
で
信
頼
回

復
に
努
め
て
い
く
所
存
だ
。

�

�
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行
政
の
危
機
管
理
意
識
の
統
一
に
つ
い
て

浜
　
　
　
昭
　
次

議
員

９
月
10
日
か
ら
１
年
間

公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
の
試

行
運
転
が
始
ま
る
。
住
民
の
意

見
の
反
映
や
見
直
し
が
ポ
イ
ン

ト
に
な
る
が
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

（
企
画
財
政
部
長
）
集

落
の
点
在
地
域
が
多
い
当

市
な
の
で
、
利
用
者
に
車
を
合

わ
せ
る
仕
組
み
の
デ
マ
ン
ド
型

乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
を
中
心
に

構
築
し
た
。
半
年
ご
と
に
見
直

し
は
考
え
て
い
る
。

デ
マ
ン
ド
の
意
味
と
理

解
、
市
民
へ
の
周
知
徹
底

は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

（
企
画
財
政
部
長
）
６

月
の
広
報
で
特
集
記
事
を

載
せ
、
申
込
書
、
愛
称
募
集
を

し
て
い
る
。
団
体
等
に
職
員
が

出
向
い
て
説
明
し
た
り
、
出
前

講
座
の
申
し
込
み
も
あ
る
の
で

積
極
的
に
応
え
た
い
。

１
回
の
利
用
で
300
円
の

市
民
負
担
と
な
る
デ
マ
ン

ド
交
通
で
、
外
出
支
援
と
な
る

の
か
。
全
市
循
環
の
定
期
路
線

バ
ス
と
の
組
み
合
わ
せ
を
考
え

た
り
、
市
民
の
要
望
を
聞
き
、

市
の
責
任
で
公
共
交
通
シ
ス
テ

ム
を
考
え
る
べ
き
だ
。

（
企
画
財
政
部
長
）
穂

高
・
明
科
駅
、
豊
科
・
田

沢
駅
を
結
ぶ
定
時
定
路
線
と
、

Ｊ
Ｒ
・
通
学
・
観
光
・
市
外
な

ど
検
討
課
題
で
あ
る
。

市
の
財
産
の
あ
り
方

龍
門
渕
公
園
流
水
プ
ー

ル
の
廃
止
に
伴
う
、
跡
地

利
用
と
市
の
財
産
の
あ
り
方
を

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

（
教
育
次
長
）
利
用
者

減
、
ろ
過
器
等
の
修
繕
に

多
額
の
費
用
が
か
か
る
こ
と
か

ら
休
業
と
し
た
。
都
市
公
園
内

と
い
う
こ
と
で
取
り
壊
し
て
更

地
に
す
る
考
え
は
な
い
。

（
都
市
建
設
部
長
）
今

後
は
教
育
委
員
会
と
協
議

し
、
跡
地
は
都
市
公
園
と
し
て

ど
う
利
用
す
る
か
検
討
し
た

い
。

地
域
住
民
や
専
門
家
の

意
見
を
聞
い
て
、
公
共
施

設
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
べ
き

だ
。

（
企
画
財
政
部
長
）
財

産
管
理
を
担
当
部
局
と
企

画
財
政
部
と
協
議
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
財
務
規
則
に
の

っ
と
り
総
合
的
に
調
整
し
て
い

き
た
い
。

災
害
を
未
然
に
防
止
し
て

市
民
の
命
と
財
産
守
る

明
科
・
潮
沢
の
地
す

べ
り
は
市
地
域
防
災
計

画
に
あ
る
よ
う
に
、
災
害
を

未
然
に
防
止
す
る
教
訓
を
つ

く
る
事
例
と
な
る
。
縦
割
り

行
政
の
弊
害
を
た
だ
し
て
、

市
民
の
命
と
財
産
を
守
る
市

の
仕
事
と
し
て
第
一
に
考
え

て
い
る
の
か
。

（
総
務
部
長
）
災
害
予

防
計
画
は
情
報
収
集
・

活
動
体
制
・
避
難
体
制
・
食

料
品
備
蓄
な
ど
、
38
項
目
に

わ
た
っ
て
い
る
。

災
害
応
急
対
策
は
職
員
の

活
動
、
広
域
相
互
応
援
活
動
、

生
活
必
需
品
の
調
達
、
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
の
応
急
活
動
な
ど

38
項
目
、
災
害
復
旧
・
復
興

計
画
は
６
項
目
に
わ
た
っ
て

い
る
。

防
災
関
係
機
関
と
市
の
各

対
策
は
実
施
マ
ニ
ュ
ア
ル
で

具
体
的
に
す
す
め
た
い
。

自
主
防
災
組
織
を
立

ち
上
げ
て
い
る
木
戸
・

潮
沢
区
の
よ
う
に
全
市
的
に

体
制
を
と
る
こ
と
が
大
事
で

は
な
い
か
。

（
総
務
部
長
）
現
在
50

く
ら
い
の
組
織
が
で
き

て
い
る
。
堀
金
も
２
つ
の
組

織
が
設
立
す
る
運
び
だ
。

残
り
の
未
組
織
の
地
域
は

支
所
の
応
援
で
、
説
明
会
を

順
次
す
す
め
た
い
。

デ
マ
ン
ド
交
通
主
体
の
公
共
交
通
で
い
い
の
か

下
　
里
　
喜
代
一

議
員
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行
政
経
営
改
革
プ
ラ
ン
の

対
応
は

行
政
経
営
改
革
プ
ラ

ン
の
進
捗
状
況
と
今
後

の
取
り
組
み
へ
の
市
長
の
考

え
は
。（

市
長
）
こ
の
プ
ラ
ン

は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

更
な
る
向
上
と
社
会
経
済
情

勢
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
で

き
る
、
持
続
す
る
安
曇
野
市

を
目
指
し
て
お
り
、
個
別
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
市
民

の
皆
様
に
十
分
説
明
を
し
て

い
く
。

市
民
税
、
国
保
税
な

ど
の
収
納
率
向
上
対
策

の
現
状
と
今
後
の
方
針
は
。

（
総
務
部
長
）
自
主
納

付
の
環
境
整
備
。
納
税

督
励
の
実
施
。
平
成
21
年
度

の
コ
ン
ビ
ニ
収
納
実
施
の
調

査
研
究
。
部
署
の
横
断
的
連

携
の
た
め
に
「
市
税
等
収
納

調
整
連
絡
会
議
」
を
開
催
。

収
納
率
は
平
成
17
年
度
と
比

較
し
て
現
年
度
分
で
0.16
％
、

滞
納
繰
越
分
で
7.9
％
、
合
計

で
0.02
％
増
加
し
て
い
る
。

低
・
未
利
用
施
設
の

有
効
活
用
に
つ
い
て
の

実
態
調
査
の
結
果
と
、
利
用

要
望
調
査
の
時
期
と
方
法
は
。

（
企
画
財
政
部
長
）
未

利
用
地
、
未
利
用
施
設

は
土
地
が
34
件
、
面
積
で
11

万
５
３
０
１
m2

で
あ
っ
た
。

土
地
、
建
物
利
用
が
可
能
か

に
つ
い
て
、
利
用
予
定
希
望

調
査
を
実
施
。
利
用
予
定
の

無
い
も
の
は
計
画
的
に
公
売

も
考
え
て
い
る
。

５
地
域
に
あ
る
総
合

支
所
の
建
物
で
、
使
用

で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
、
穂

高
、
堀
金
、
三
郷
の
建
物
は

現
在
約
三
分
の
一
が
空
い
て

い
る
。
本
庁
舎
が
で
き
れ
ば

三
分
の
二
が
空
き
ス
ペ
ー
ス

と
な
る
。
こ
の
現
状
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

（
総
務
部
長
）
５
つ
の

総
合
支
所
の
空
き
部
屋

の
現
況
は
そ
の
通
り
。
行
政

機
構
の
推
進
委
員
会
の
結
果

に
よ
り
、
今
後
の
検
討
を
し

て
い
く
。

（
提
言
）
堀
金
、
三
郷
の
空
き

ス
ペ
ー
ス
は
図
書
館
と
し
て

の
機
能
を
十
分
果
た
せ
る
。

ま
た
、
今
後
は
行
政
の
組

織
変
更
や
移
動
は
考
え
ず
、

本
庁
舎
の
建
設
に
集
中
す
べ

き
と
思
う
。

定
員
適
正
化
と
し
て

正
規
職
員
は
削
減
目
標

を
達
成
し
て
い
る
が
、
そ
の

分
、
嘱
託
は
17
年
か
ら
19
年

で
211
人
が
442
人
と
な
っ
て
い

る
。
今
後
の
方
向
は
。

（
総
務
部
長
）
正
規
職

員
で
な
く
て
も
対
応
で

き
る
業
務
は
非
常
勤
職
員
が

対
応
す
る
の
で
、
非
常
勤
職

員
の
職
域
は
増
加
に
な
る
。

行
政
の
不
手
際
の
対

策
に
※

フ
ー
ル
プ
ル
ー
フ

を
も
り
込
ん
だ
シ
ス
テ
ム
に

し
た
ら
ど
う
か
。

（
総
務
部
長
）
そ
う
い

っ
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
も
視

野
に
入
れ
な
が
ら
、
基
本
的
な

部
分
を
シ
ス
テ
ム
と
し
て
盛
り

込
む
必
要
は
あ
る
。

農
業
政
策
に
つ
い
て

国
の
農
政
改
革
に
対
す

る
市
長
の
考
え
は
。

（
市
長
）「
農
地
・
水
・

環
境
保
全
向
上
対
策
」
は

田
園
都
市
構
想
と
も
合
致
し
て

い
る
。
し
っ
か
り
活
用
す
る
。

品
目
横
断
的
経
営
安
定

対
策
の
現
状
は
。
ま
た
、

こ
の
対
策
で
問
題
は
経
理
の
一

元
化
で
あ
る
と
思
う
が
ど
う

か
。

（
産
業
観
光
部
長
）
認

定
農
業
者
約
90
件
、
集
落

営
農
組
織
が
14
組
織
で
ほ
ぼ
順

調
。
経
理
の
一
元
化
は
今
後
の

課
題
と
し
て
し
っ
か
り
取
り
組

む
。

「
農
地
・
水
・
環
境
保

全
向
上
対
策
」
の
取
り
組

み
と
参
加
団
体
数
は
。

（
産
業
観
光
部
長
）
多

く
の
地
域
に
取
り
組
み
を

す
す
め
、
24
地
区
が
手
を
上
げ

て
い
る
。

※
フ
ー
ル
プ
ル
ー
フ
と
は
、
工
業
製
品
や
生
産
設
備
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
な
ど
で
、
利
用
者
が
誤
っ
た
操
作
を
し
て
も
危
険
に
晒
さ
れ
る

こ
と
が
な
い
よ
う
、
設
計
の
段
階
で
安
全
対
策
を
施
し
て
お
く
こ
と
。

行
財
政
改
革
大
綱
の
進
捗
と
今
後
の
取
り
組
み
は

松
　
尾
　
　
　
宏

議
員

��

�

����

� �

��

�

������

土
砂
災
害
防
止
対
策
は

土
砂
災
害
防
止
法
に
基

づ
く
土
砂
災
害
警
戒
区
域

は
、
現
在
市
管
内
で
265
カ
所
、

う
ち
245
カ
所
が
特
別
警
戒
区

域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

災
害
防
止
対
策
は
。

（
都
市
建
設
部
長
）
指

定
さ
れ
た
区
域
で
の
、
災

害
に
対
す
る
警
戒
避
難
体
制
の

整
備
を
図
っ
て
い
く
。
ま
た
対

策
工
事
に
つ
い
て
は
緊
急
性
等

を
把
握
し
な
が
ら
、
県
と
関
係

当
局
へ
要
請
を
し
て
い
く
。

明
科
潮
沢
地
域
地
す
べ
り

対
策
と
穂
高
山
麓
地
域
の

土
砂
災
害
防
止
対
策
は

地
す
べ
り
の
危
険
性
と

市
の
対
策
は
。

（
市
長
）
今
後
大
雨
に

よ
り
崩
壊
が
進
む
お
そ
れ

が
あ
る
。
ま
た
雨
水
が
せ
き
止

め
ら
れ
て
、
土
石
流
が
発
生
す

る
危
険
度
は
か
な
り
あ
る
。
し

た
が
っ
て
地
元
の
人
達
と
連
携

し
、
ま
ず
人
命
に
被
害
の
な
い

体
制
を
し
っ
か
り
と
っ
て
い

く
。
防
止
工
事
に
つ
い
て
は
、

時
間
を
か
け
て
や
ら
ざ
る
を
得

な
い
。（

産
業
観
光
部
長
）
被

害
面
積
は
、
約
５
ha
で
、

相
当
な
被
害
が
予
測
さ
れ
る
。

対
策
と
し
て
は
土
石
流
セ
ン
サ

ー
、
伸
縮
計
の
設
置
、
警
報
サ

イ
レ
ン
に
よ
る
伝
達
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
行
っ
た
。
ま
た
避
難

体
制
整
備
も
行
っ
て
い
る
。

穂
高
山
麓
地
域
の
土
砂

災
害
防
止
対
策
と
市
道
雨

水
排
水
対
策
は
。

（
都
市
建
設
部
長
）
砂

防
事
業
は
富
士
尾
沢
川
に

つ
い
て
、
今
年
度
か
ら
県
が
調

査
に
入
る
。
山
麓
地
域
の
雨
水

排
水
対
策
は
、
市
に
お
い
て
計

画
策
定
を
し
て
お
り
、
事
業
化

を
進
め
て
い
く
。

県
と
長
野
地
方
気
象
台

が
出
す
土
砂
災
害
警
戒
情

報
に
対
す
る
市
の
態
勢
は
。

（
総
務
部
長
）
大
雨
警

報
等
が
発
令
さ
れ
た
場
合

は
、
地
域
防
災
計
画
に
よ
り
、

関
係
部
局
職
員
が
事
前
態
勢
に

入
る
。
そ
の
後
の
状
況
に
応
じ

た
職
員
の
非
常
参
集
体
制
を
、

整
え
て
い
る
。

入
札
契
約
制
度
に
つ
い
て

一
般
競
争
入
札
へ
の
移

行
方
針
は
。

（
市
長
）
総
合
評
価
方

式
に
よ
る
一
般
競
争
入
札

を
導
入
す
る
。
参
加
業
者
の
地

域
要
件
の
設
定
、
ダ
ン
ピ
ン
グ

防
止
、
信
頼
性
の
検
討
を
し
、

地
域
貢
献
度
に
つ
い
て
も
評
価

し
て
い
く
。

（
企
画
財
政
部
長
）
今

年
度
の
一
般
競
争
入
札

は
、
５，
０
０
０
万
円
以
上
、

平
成
21
年
度
か
ら
は
、
５，
０

０
０
万
円
を
徐
々
に
下
げ
て
い

く
。新

農
政
２
０
０
７
に
つ
い
て

担
い
手
分
散
農
地
の
面

的
集
積
と
、
一
般
企
業
の

農
地
所
有
に
つ
い
て
の
見
解

は
。

（
産
業
観
光
部
長
）

市

で
は
経
営
安
定
化
対
策

（
担
い
手
育
成
、
集
落
営
農
）

の
取
り
組
み
中
で
あ
る
。
企
業

の
農
業
参
入
は
、
市
の
現
状
に

お
い
て
は
難
し
い
。

バ
イ
オ
燃
料
資
源
作
物

の
開
発
と
支
援
制
度
は
。

（
市
長
）
取
り
組
み
は
、

国
が
し
っ
か
り
し
た
柱
と

方
針
を
出
す
べ
き
で
あ
り
、
そ

れ
に
基
づ
い
て
検
証
し
な
が
ら

失
敗
の
な
い
方
向
で
行
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

猿
・
熊
被
害
の
抜
本
的

対
策
を
。

（
市
長
）
鳥
獣
被
害
に

つ
い
て
は
、
効
果
的
な
方

策
が
な
い
。
し
か
し
総
合
的
に

こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
。
猿

に
対
し
て
は
モ
ン
キ
ー
ド
ッ
ク

等
、
積
極
的
に
導
入
す
る
な
ど

し
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
共
に

苦
労
し
な
が
ら
進
め
た
い
。

治
山
治
水
対
策
と
地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て
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19
年
産
米
の
需
給
調
整

対
策
で
昨
年
と
変
わ
っ
た

内
容
は
。

（
産
業
観
光
部
長
）
生

産
者
・
生
産
者
団
体
自
ら

生
産
目
標
数
量
を
決
め
、
生
産

者
等
へ
配
分
す
る
シ
ス
テ
ム
と

な
り
、
基
準
反
収
648
キ
ロ
、

産
地
づ
く
り
交
付
金
を
５
地
域

統
一
し
た
。

国
の
新
た
な
補
助
金
制

度
と
し
て
、
農
家
を
一
律

支
援
す
る
政
策
か
ら
、
中
核
農

家
・
集
落
営
農
組
織
を
「
担
い

手
」
と
し
て
重
点
支
援
す
る
政

策
へ
の
転
換
と
な
り
、
地
域
の

課
題
で
あ
る
。
効
率
的
か
つ
安

定
的
な
集
落
営
農
経
営
に
は
、

リ
ー
ダ
ー
が
必
要
で
あ
り
、
農

業
委
員
会
の
補
助
員
か
、
集
落

営
農
の
世
話
人
と
い
う
制
度
が

必
要
で
は
な
い
か
。

（
産
業
観
光
部
長
）
補

助
員
制
度
は
今
考
え
て
い

な
い
が
、
集
落
営
農
の
リ
ー
ダ

ー
は
こ
れ
か
ら
の
課
題
だ
。

担
い
手
ア
ク
シ
ョ
ン
サ

ポ
ー
ト
事
業
の
取
り
組
み

は
。

（
産
業
観
光
部
長
）
５

年
後
の
実
施
計
画
を
定
め

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策

定
し
、
認
定
農
業
者
の
経
営
改

善
計
画
の
作
成
や
目
標
達
成
に

か
か
わ
る
サ
ポ
ー
ト
等
１，
２

０
０
万
円
申
請
し
た
。

林
道
烏
川
線
・

一
の
沢
線
復
旧
は

現
在
の
復
旧
状
況
と
見

通
し
は
。

（
産
業
観
光
部
長
）
両

方
と
も
４
カ
所
被
災
し
、

烏
川
線
は
下
流
か
ら
２
カ
所
が

終
了
し
、
３
・
４
カ
所
目
の
工

事
を
進
め
て
い
る
。
一
の
沢
線

は
３
カ
所
終
了
し
４
カ
所
目
の

工
事
を
進
め
て
い
る
。
７
月
初

め
に
烏
川
線
は
「
ま
ゆ
み
池
」、

一
の
沢
線
は「
砂
防
堰
堤
付
近
」

ま
で
営
業
車
の
運
行
を
考
え
て

い
る
。

今
後
の
対
策
と
し
て
、

復
旧
の
工
法
が
違
う
が
ど

う
し
て
か
。
烏
川
線
１
号
付
近

の
落
石
対
策
は
。
烏
川
線
２
号

の
河
川
の
流
木
は
災
害
対
策
で

復
旧
す
る
が
、
岸
の
倒
木
の
処

理
は
。
ま
た
路
肩
崩
壊
の
原
因

は
、
反
対
側
の
小
さ
な
沢
の
土

砂
流
出
堆
積
に
よ
る
流
水
方
向

が
変
わ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

対
岸
の
砂
防
対
策
は
。

（
産
業
観
光
部
長
）
工

法
は
被
害
調
査
団
に
指
示

さ
れ
る
の
で
違
い
は
あ
る
。
落

石
対
策
は
市
単
独
事
業
と
し
、

丸
太
柵
を
施
工
し
た
。
河
川
の

立
ち
木
は
災
害
の
要
因
と
な
る

た
め
撤
去
す
る
。
対
岸
の
砂
防

対
策
は
今
回
の
復
旧
で
流
水
方

向
を
元
に
戻
し
た
の
で
、
対
岸

の
状
況
を
監
視
し
て
い
く
。

国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の

公
園
と
の
か
か
わ
り
は

安
曇
野
の
自
然
・
歴

史
・
風
土
を
体
験
す
る
公

園
と
し
て
開
園
３
ヵ
年
と
な
る

が
、
市
の
活
性
化
に
ど
う
活
用

し
、
公
園
を
ど
う
位
置
づ
け
活

か
し
て
い
く
の
か
。

（
都
市
建
設
部
長
）
公

園
管
理
財
団
と
連
携
を
図

る
な
か
で
、
地
域
に
密
着
し
た

公
園
と
し
て
市
民
や
観
光
客
に

Ｐ
Ｒ
活
動
す
る
。
第
２
期
の
計

画
は
、
大
町
・
松
川
地
区
の
開

園
整
備
の
め
ど
が
つ
い
た
段
階

と
考
え
る
。

（
教
育
次
長
）
市
内
の

学
校
の
利
用
は
、
遠
足
・

キ
ャ
ン
プ
・
宿
泊
学
習
の
際
利

用
し
て
い
る
。
社
会
教
育
で
は

子
ど
も
育
成
会
が
「
あ
づ
み
の

学
校
」
と
し
て
利
用
し
、
今
年

か
ら
活
動
活
性
化
補
助
事
業
と

し
て
、
充
実
を
計
り
た
い
。

周
辺
観
光
施
設
と
の
連

携
と
し
て
、
通
称
「
山
麓

線
」
と
豊
科
イ
ン
タ
ー
国
営
公

園
線
の
整
備
は
。

（
市
長
）
公
園
間
の
道

路
は
優
先
的
に
改
善
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
市
の
道
路

計
画
等
の
中
で
、
幹
線
道
路
と

い
う
位
置
付
け
で
、
公
園
と
の

か
か
わ
り
を
考
え
る
。

地
域
農
業
の
活
性
化
対
策
は
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岩
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豊
科
南
部
総
合
公
園
施

設
整
備
（
総
合
体
育
館
）

は
、
平
成
８
年
豊
科
町
総
合
体

育
館
研
究
委
員
会
を
設
置
し
取

り
組
み
、
用
地
は
確
保
さ
れ
、

合
併
協
議
会
で
も
南
部
総
合
公

園
屋
内
運
動
施
設
と
し
て
、
延

べ
面
積
６，
１
０
０
m2

で
建
設

に
向
け
17
年
実
施
計
画
と
全
会

一
致
で
確
認
さ
れ
、
か
つ
松
本

広
域
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
計
画

で
も
総
事
業
費
23
億
５
千
万

円
、
17
年
基
本
計
画
、
19
年
建

築
工
事
と
な
っ
て
い
た
。
安
曇

野
市
18
年
度
実
施
計
画
で
は
19

年
調
査
、
20
年
設
計
で
あ
り
、

19
年
度
実
施
計
画
で
は
21
年
設

計
と
遅
延
し
て
い
る
。
関
係
者

へ
の
行
政
不
信
と
な
ら
な
い
よ

う
気
配
り
あ
る
対
応
を
望
む
。

ま
た
10
万
都
市
と
し
て
の
総
合

体
育
館
の
あ
り
よ
う
に
つ
い
て

考
え
を
聞
き
た
い
。

（
市
長
）
旧
豊
科
町
計

画
よ
り
遅
れ
て
い
る
こ
と

は
確
か
で
あ
る
。
絶
対
や
ら
な

い
と
か
無
視
し
て
い
る
訳
で
は

な
い
。
継
続
性
も
し
っ
か
り
持

た
せ
て
や
っ
て
い
る
。
理
解
い

た
だ
き
た
い
。
箱
物
つ
く
り
は

慎
重
に
行
っ
て
い
く
。
要
望
が

沢
山
あ
る
の
で
優
先
順
位
を
つ

け
、
保
育
園
を
先
行
さ
せ
て
い

る
。
南
部
体
育
館
な
の
か
、
市

全
体
の
総
合
体
育
館
か
、
し
っ

か
り
認
識
し
て
進
め
る
。
遅
れ

が
行
政
不
信
に
つ
な
が
ら
な
い

よ
う
、
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

豊
科
南
部
保
育
園
は
松

本
地
域
ふ
る
さ
と
市
町
村

圏
計
画
で
は
17
年
用
地
買
収
・

造
成
、
設
計
事
業
費
約
１
億
６

千
万
円
、
18
年
改
築
工
事
事
業

費
４
億
８
千
万
円
が
計
画
さ
れ

て
い
た
。
こ
の
計
画
は
堀
金
保

育
園
改
築
と
同
期
計
画
の
も
の

で
あ
る
。
安
曇
野
市
の
19
年
度

実
施
計
画
で
は
実
施
設
計
・
用

地
取
得
が
21
年
と
遅
延
し
て
い

る
。
関
係
者
へ
の
説
明
等
今
後

の
取
り
組
み
を
聞
き
た
い
。
ま

た
、
各
地
域
で
保
育
園
改
築
が

計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
国
県
の

支
援
な
ど
財
政
計
画
は
。

（
健
康
福
祉
部
長
）
松

本
地
域
ふ
る
さ
と
市
町
村

圏
計
画
で
は
17
〜
19
年
度
計
画

で
あ
っ
た
が
、
合
併
後
変
更
し

堀
金
保
育
園
・
有
明
保
育
園
・

明
科
北
保
育
園
を
実
施
し
、
豊

科
南
部
保
育
園
は
そ
の
後
の
21

年
度
に
用
地
取
得
・
実
施
設
計

の
予
定
で
あ
る
。
関
係
者
・
保

護
者
に
説
明
し
、
検
討
会
議
を

来
年
度
設
置
し
た
い
。
施
設
整

備
の
補
助
金
は
従
来
あ
っ
た
が

18
年
か
ら
は
一
般
財
源
化
さ

れ
、
施
設
整
備
事
業
債
と
し
て

設
け
ら
れ
て
い
る
。
建
設
財
源

は
合
併
特
例
債
と
基
金
繰
り
入

れ
及
び
一
般
財
源
を
充
当
し
て

い
く
。

地
方
分
権
時
代
に

対
応
で
き
る
市
職
員
の

資
質
向
上
策
は
　

職
員
の
職
場
内
外
に
お

け
る
研
修
の
考
え
は
。

（
総
務
部
長
）
今
ま
で

の
町
村
職
員
と
違
っ
た
、

よ
り
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
た
職

員
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
研
修

の
基
本
は
職
場
に
お
け
る
指
導

研
鑽
に
あ
る
の
で
絶
え
ず
行
っ

て
い
く
。合

併
メ
リ
ッ
ト
に
職

員
の
専
門
性
が
考
え
ら

れ
る
が
図
書
館
長
が
兼
務
と

な
る
な
ど
し
て
い
る
。
専
門

職
の
育
成
・
人
事
管
理
の
考

え
は
。（

市
長
）
専
門
職
は
市

と
し
て
大
切
で
あ
る
。

図
書
館
長
は
人
材
有
能
な
人

が
あ
れ
ば
登
用
し
て
い
く
。

（
総
務
部
長
）
専
門
職

の
採
用
は
定
員
適
正
化

計
画
に
基
づ
き
年
次
計
画
を

立
て
採
用
を
考
え
て
い
る
。

合
併
の
た
め
旧
町
村
で
の
計
画
行
政
の
遅
延
が
見
ら
れ
る
迅
速
な
執
行
を

山
　
田
　
高
　
久

議
員
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北
小
倉
の
廃
棄
物
中
間

処
理
施
設
に
関
し
て
、
当

初
か
ら
旧
三
郷
村
が
深
く
関
与

し
、
地
元
住
民
の
同
意
が
得
ら

れ
て
い
な
い
と
分
か
っ
た
後

も
、
行
政
は
業
者
の
便
宜
を
図

る
形
で
手
続
き
を
進
め
よ
う
と

し
た
形
跡
が
あ
る
。
そ
の
最
た

る
も
の
と
し
て
、
こ
の
廃
棄
物

処
理
施
設
の
建
築
確
認
申
請
の

手
続
き
に
関
連
し
て
伺
う
。
施

設
に
接
す
る
村
道
（
現
在
は
市

道
）
417
号
線
の
道
路
の
幅
員

は
何
ｍ
か
。

（
都
市
建
設
部
長
）
２
ｍ

50
cm
と
認
識
し
て
い
る
。

公
図
上
も
現
況
も
、
幅

員
2.5
ｍ
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
こ
の
廃
棄
物
処
理
施

設
は
幅
員
４
ｍ
の
道
路
に
接
す

る
と
し
て
設
計
さ
れ
て
い
る
。

建
築
確
認
も
幅
員
４
ｍ
で
申

請
、
確
認
が
下
り
て
建
物
は
す

で
に
完
成
し
て
い
る
。
幅
員

2.5
ｍ
と
い
う
現
状
と
一
致
し
て

い
な
い
。
違
法
建
築
で
は
な
い

か
。

（
都
市
建
設
部
長
）
当

該
施
設
の
建
築
確
認
申
請

が
出
さ
れ
た
当
初
は
、
道
路
改

良
の
計
画
も
あ
っ
て
幅
員
４
ｍ

と
し
て
確
認
申
請
書
に
記
載
し

た
。
の
ち
に
、
そ
の
道
路
改
良

計
画
は
廃
止
と
な
っ
た
が
、
建

築
主
が
幅
員
を
確
保
す
る
と
い

う
確
約
書
を
提
出
し
、
17
年
２

月
の
現
行
申
請
に
も
幅
員
４
ｍ

と
し
た
。
し
か
し
、
現
在
も
幅

員
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
状
況

に
あ
る
。こ

の
確
約
書
は
、
他
人

の
土
地
に
対
し
て
４
ｍ
幅

員
を
確
保
す
る
と
書
い
た
り
、

い
つ
ま
で
に
、
と
い
う
期
限
も

明
記
し
て
い
な
い
な
ど
、
確
約

書
の
体
を
な
し
て
い
な
い
。
違

反
を
承
知
と
し
か
考
え
ら
れ
な

い
が
、
村
長
（
現
副
市
長
）
は

ど
う
関
与
し
て
い
た
の
か
。

（
都
市
建
設
部
長
）
そ

の
点
に
つ
い
て
調
査
段
階

で
あ
り
検
証
し
て
い
く
。

（
市
長
）
当
然
な
が
ら

市
と
し
て
調
査
し
、
修
正

す
べ
き
こ
と
が
あ
れ
ば
修
正
せ

ね
ば
な
ら
な
い
。

㈱
三
郷
ベ
ジ
タ
ブ
ル
の

経
営
責
任
に
つ
い
て

㈱
三
郷
ベ
ジ
タ
ブ
ル
の

経
営
改
善
計
画
が
４
月
に

提
出
さ
れ
た
が
、
内
容
不
十
分

の
た
め
議
会
と
し
て
は
承
認
に

至
っ
て
い
な
い
。
そ
の
後
、
経

営
改
善
計
画
の
見
直
し
は
進
ん

で
い
る
か
。

（
産
業
観
光
部
長
）
４

月
提
出
の
改
善
計
画
に
そ

っ
て
進
め
て
い
る
。
ト
マ
ト
の

収
量
を
上
げ
る
な
ど
技
術
改
革

で
経
営
安
定
を
図
っ
て
い
く
。

ト
マ
ト
栽
培
の
技
術
的

な
問
題
で
は
な
く
、
経
営

面
の
問
題
が
大
き
い
と
思
う

が
、４
期
目
決
算
の
見
通
し
は
。

（
産
業
観
光
部
長
）
約

３，
５
０
０
万
円
の
赤
字

の
見
込
み
。
仕
掛
品
（
主
と
し

て
棚
卸
資
産
）
は
昨
年
と
ほ
ぼ

同
じ
数
字
に
な
り
そ
う
。
一
番

問
題
が
あ
る
棚
卸
資
産
廃
棄
損

は
少
な
く
し
て
い
き
た
い
。

見
通
し
が
甘
く
、
こ
れ

で
は
経
営
の
建
直
し
は
難

し
い
。責
任
を
感
ず
る
な
ら
ば
、

経
営
陣
・
役
員
の
刷
新
を
す
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

（
副
市
長
）
す
べ
て
私

に
責
任
が
あ
る
。
早
く
経

営
を
軌
道
に
乗
せ
る
こ
と
で
責

任
を
取
り
た
い
。

北
小
倉
の
産
業
廃
棄
物
中
間
処
理
施
設
は
違
法
建
築
で
は
な
い
か

小
　
林
　
純
　
子

議
員
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旧三郷村道417号線の幅員は現在も
2.5ｍしかない

長
野
地
裁
の
判
決
に
対

し
、
北
小
倉
区
ゴ
ミ
処
理

問
題
対
策
委
員
会
・
三
田
地
区

廃
棄
物
処
理
施
設
対
策
委
員

会
・
Ｊ
Ａ
あ
づ
み
の
連
名
で
控

訴
要
望
書
が
提
出
さ
れ
た
が
、

①
安
曇
野
市
は
ど
う
対
応
す
る

の
か
、
ま
た
県
と
の
連
携
は
。

②
Ｊ
Ａ
あ
づ
み
は
施
設
の
稼
動

阻
止
を
決
議
し
て
い
る
の
で
、

共
同
施
策
に
よ
る
稼
動
阻
止
に

向
け
て
行
動
す
べ
き
で
あ
る

が
、
そ
の
考
え
は
。
③
地
域
の

環
境
は
ど
ん
な
状
況
か
。
住
民

の
県
や
市
・
関
係
機
関
に
対
す

る
要
望
・
意
見
等
の
調
査
収
集

の
考
え
は
あ
る
の
か
。

（
市
長
）
①
地
域
住
民

の
側
に
立
つ
判
決
が
出
る

こ
と
を
望
ん
で
い
る
。
判
決
次

第
で
は
裁
判
の
当
事
者
に
な
ら

ざ
る
を
得
な
い
状
況
も
出
る
か

も
知
れ
な
い
が
、住
民
の
安
心
、

安
全
の
た
め
、
た
た
か
う
考
え

で
あ
る
。

（
市
民
環
境
部
長
）
②

あ
づ
み
農
協
農
政
協
議
会

か
ら
要
請
書
の
提
出
も
あ
り
、

お
互
い
に
情
報
を
交
換
し
て
対

応
し
て
い
く
。
③
以
前
か
ら
中

間
処
理
施
設
が
稼
動
し
て
い
る

部
分
も
あ
り
、市
民
か
ら
騒
音
、

粉
塵
等
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
の
で
県
で
粉
塵
調
査
を
、
市

で
騒
音
調
査
を
実
施
す
る
。
皆

さ
ん
と
相
談
し
て
柔
軟
な
対
応

を
し
て
い
く
。

三
郷
ベ
ジ
タ
ブ
ル
の
ト

マ
ト
の
木
を
、
運
搬
業
者

を
介
し
て
産
業
廃
棄
物
と
し

て
、
あ
ず
さ
環
境
保
全
で
処
理

し
て
い
る
と
聞
く
が
事
実
な
の

か
。

（
産
業
観
光
部
長
）
あ

ず
さ
環
境
保
全
で
は
な
い

が
同
じ
敷
地
内
に
あ
る
業
者
な

の
で
即
、片
付
け
を
指
示
し
た
。

（
副
市
長
）
あ
ず
さ
環

境
の
関
連
で
処
理
し
て
い

る
の
は
知
ら
な
か
っ
た
。
早
急

に
対
処
し
た
。

施
設
の
有
効
活
用
と
整
備

①
現
在
の
各
支
所
の
遊

休
施
設
や
フ
ロ
ア
ー
状
況

は
。
②
遊
休
備
品
の
整
備
、
管

理
状
況
。
③
今
後
の
活
用
方
法

は
。

（
総
務
部
長
）
①
穂
高

支
所
の
議
場
、
議
員
控
室

が
空
い
て
い
る
が
一
部
倉
庫
に

使
用
。
三
郷
支
所
の
議
場
も
空

い
て
い
る
が
段
差
が
あ
り
利
用

が
難
し
い
。
堀
金
支
所
は
二
階

が
空
き
室
に
な
っ
て
い
る
。
②

遊
休
備
品
は
机
、
椅
子
、
キ
ャ

ビ
ネ
ッ
ト
、
更
衣
用
ロ
ッ
カ
ー

で
有
効
活
用
を
進
め
て
い
く
。

③
堀
金
支
所
二
階
に
つ
い
て
は

庁
内
の
行
政
機
構
等
研
究
委
員

会
で
安
曇
野
庁
舎
の
借
用
ス
ペ

ー
ス
も
含
め
早
期
に
結
論
を
出

す
。行

政
改
革
プ
ラ
ン
の
人
事

評
価
制
度
に
つ
い
て

①
人
事
評
価
制
度
の
進

め
方
は
。
②
技
術
系
と
事

務
系
職
員
と
の
整
合
性
は
。
③

人
事
評
価
者
の
教
育
研
修
の
進

め
方
は
。

（
総
務
部
長
）
①
庁
内

に
人
事
評
価
制
度
検
討
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
人

事
評
価
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定

し
、
部
長
職
を
除
く
全
職
員
を

対
象
に
試
行
す
る
。
②
職
員

個
々
に
業
務
目
標
を
設
定
し
、

的
確
に
評
価
す
る
。
目
標
管
理

に
よ
り
技
術
系
・
事
務
系
の
評

価
の
整
合
を
図
る
。
③
評
価
者

の
留
意
事
項
、役
割
の
明
確
化
、

職
場
面
談
等
評
価
能
力
の
向
上

が
必
須
で
あ
り
、
き
め
細
か
く

実
施
す
る
。

産
業
廃
棄
物
中
間
処
理
施
設
の
判
決
に
対
す
る
市
の
姿
勢
は

青
　
柳
　
圭
　
二

議
員
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６
月
２
日
、
国
営
ア
ル

プ
ス
あ
づ
み
の
公
園
に

て
、
全
国
「
み
ど
り
の
愛
護
」

の
集
い
が
開
催
さ
れ
、
皇
太
子

殿
下
同
妃
殿
下
が
親
臨
さ
れ
、

安
曇
野
の
素
晴
ら
し
さ
を
仰
せ

ら
れ
た
お
言
葉
も
い
た
だ
い

た
。
ご
行
啓
先
も
全
て
安
曇
野

市
。
こ
の
機
会
を
ど
う
捉
え
て

い
る
の
か
。

（
市
長
）
素
晴
ら
し
い

イ
ベ
ン
ト
が
当
市
で
行
わ

れ
た
こ
と
を
、
我
々
は
誇
り
と

し
な
が
ら
後
世
に
つ
な
げ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ

て
い
る
。
現
在
市
に
お
い
て
、

土
地
利
用
計
画
に
併
せ
て
景
観

条
例
、
環
境
条
例
等
を
有
機
的

に
関
連
づ
け
、
安
曇
野
の
素
晴

ら
し
い
特
徴
を
残
し
な
が
ら
発

展
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
。
景

観
は
そ
も
そ
も
住
民
の
生
活
の

中
か
ら
創
り
出
さ
れ
た
も
の
。

市
民
一
人
一
人
の
深
い
理
解
が

な
い
と
果
た
し
得
な
い
。
総
論

賛
成
、
各
論
反
対
を
ど
う
乗
り

切
っ
て
い
く
か
、
大
変
大
き
な

課
題
で
あ
る
が
、
し
っ
か
り
と

対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

「
み
ど
り
の
愛
護
」

先
進
地
へ
！

「
み
ど
り
の
愛
護
」
は

最
善
の
ま
ち
づ
く
り
。

「
み
ど
り
の
愛
護
」
の
先
進
地

と
な
る
た
め
に
で
き
る
こ
と
は

何
か
。（

都
市
建
設
部
長
）
今

後
の
市
の
構
想
と
し
て
、

「
緑
の
基
本
計
画
」
の
策
定
に

取
り
組
ま
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
市
の
緑
に
関
わ
る
方
針
に

つ
い
て
は
、
土
地
利
用
方
針
と

の
整
合
を
図
り
つ
つ
、
ど
の
よ

う
に
ま
ち
づ
く
り
に
位
置
づ
け

る
か
、
行
政
の
役
割
や
市
民
の

役
割
分
担
を
ど
う
す
る
の
か
、

検
討
を
進
め
な
が
ら
方
策
を
策

定
し
て
い
く
。

「
み
ど
り
の
愛
護
」
の

集
い
の
あ
っ
た
６
月
第
一

土
曜
日
を
市
の
「
み
ど
り
の
愛

護
の
日
」
と
し
て
、
市
全
体
で

み
ど
り
を
考
え
る
記
念
日
に
し

た
ら
ど
う
か
。

（
都
市
建
設
部
長
）
具

体
的
な
こ
と
に
つ
い
て

は
、
事
例
等
も
集
め
な
が
ら
研

究
を
す
る
。
や
は
り
市
民
に
こ

の
辺
の
意
識
を
強
く
持
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

安
曇
野
の
田
園
地
域
に

必
要
な
宅
地
開
発
は
、
密

集
し
た
団
地
で
は
な
く
緑
化
が

進
む
住
宅
団
地
で
あ
る
と
思
う

が
、開
発
業
者
等
へ
の
対
応
は
。

（
都
市
建
設
部
長
）
市

の
景
観
を
大
事
に
す
る
考

え
を
早
い
時
期
か
ら
折
に
触
れ

関
係
業
者
に
伝
え
て
い
く
。

現
在
、
産
業
観
光
部
の

中
に
置
か
れ
て
い
る
安
曇

野
ブ
ラ
ン
ド
推
進
室
の
今
後
の

位
置
づ
け
に
つ
い
て
の
考
え

は
。

（
市
長
）
ブ
ラ
ン
ド
と

い
う
の
は
、
産
業
観
光

だ
け
に
止
ま
ら
ず
、
全
て
の

も
の
に
関
係
し
て
く
る
。
今

後
は
発
展
し
て
、
場
合
に
よ

っ
て
は
一
つ
の
課
な
り
部
な

り
を
作
っ
て
、
独
自
の
活
動

を
し
て
い
く
可
能
性
は
十
分

に
あ
る
。「
安
曇
野
ブ
ラ
ン
ド

と
は
一
体
何
？
」
と
言
わ
れ

た
時
、
明
確
な
回
答
が
で
き

る
よ
う
ブ
ラ
ン
ド
推
進
室
で

創
り
上
げ
て
い
き
た
い
。
市

に
お
い
て
は
、
安
曇
野
ブ
ラ

ン
ド
と
い
う
一
つ
の
理
念
が

欲
し
い
。
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と

は
、
地
域
が
有
す
る
無
形
資

産
の
一
つ
で
あ
り
、
必
ず
し

も
有
形
で
あ
る
必
要
は
な
い

と
思
う
。市

長
が
行
政
経
営
を

行
う
上
で
、
経
営
企
画

戦
略
室
な
る
シ
ン
ク
タ
ン
ク

的
な
庁
内
チ
ー
ム
が
必
要
と

思
う
が
、
ど
う
か
。

（
市
長
）
今
後
必
要
で

あ
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
ブ

レ
ー
ン
集
団
と
い
う
も
の
も

で
き
て
く
る
可
能
性
は
あ
る

が
、
今
は
各
部
の
部
長
中
心

に
全
力
で
行
政
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

こ
れ
が
や
は
り
市
の
基
礎

づ
く
り
の
た
め
に
は
必
要
だ

と
感
じ
て
い
る
。

安
曇
野
の
景
観
は
、皆
の
「
共
有
財
産
！
」

藤
　
森
　
康
　
友

議
員

ス
イ
ス
・
サ
ー
ス
フ
ェ

ー
村
よ
り
安
曇
野
市
に
訪

問
団
が
あ
っ
た
。
何
ら
か
の
交

流
を
求
め
て
い
る
と
の
こ
と
だ

が
未
定
で
あ
る
。
今
後
の
展
開

に
よ
っ
て
は
議
会
が
同
意
を
求

め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
の

時
の
た
め
に
判
断
材
料
の
情
報

を
イ
ン
プ
ッ
ト
す
る
機
会
を
多

く
の
議
員
に
与
え
て
欲
し
か
っ

た
が
ど
う
考
え
る
か
。

（
市
長
）
今
後
、
議
員
も

交
流
の
場
に
ど
ん
ど
ん
呼

ん
で
、理
解
を
い
た
だ
け
る
、そ

う
い
う
チ
ャ
ン
ス
を
つ
く
る
こ

と
は
大
事
な
こ
と
だ
と
思
う
。

市
社
会
福
祉
協
議
会
の

老
人
大
学
は
定
員
を
大
幅

に
超
え
る
応
募
者
が
あ
り
、
60

才
以
上
の
市
民
が
交
流
を
深

め
、
様
々
な
学
習
や
体
験
に
意

欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
社

協
の
会
長
で
あ
り
、
学
長
で
あ

る
市
長
が
入
学
式
を
欠
席
し

た
。
他
に
ど
の
よ
う
な
優
先
業

務
が
あ
っ
た
の
か
。
ま
た
他
の

理
事
者
に
代
わ
れ
な
か
っ
た
の

か
。

（
市
長
）
予
定
と
し
て

組
ん
で
あ
っ
た
。
当
日
不

祥
事
へ
の
対
応
が
あ
り
止
む
無

く
欠
席
し
た
が
、
こ
の
件
が
な

け
れ
ば
当
然
開
校
式
に
出
て
、

お
話
を
し
た
だ
ろ
う
。

出
資
法
人
あ
り
方
検
討

専
門
委
員
会
を
予
定
し
て

い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
対
象
は

市
が
25
％
以
上
出
資
し
て
い
る

８
法
人
か
。
ま
た
８
社
一
律
に

依
頼
す
る
の
で
な
く
、
市
が
心

配
を
し
て
い
る
、
即
ち
優
先
順

位
を
つ
け
て
、
行
う
べ
き
と
考

え
る
が
ど
う
か
。
㈱
三
郷
ベ
ジ

タ
ブ
ル
を
先
ず
最
優
先
で
依
頼

す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

（
総
務
部
長
）
対
象
は

８
社
で
あ
る
。
対
象
法
人

の
調
書
を
委
員
に
渡
し
、
そ
の

中
か
ら
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
を
し
て

も
ら
う
。
委
員
の
皆
さ
ん
の
判

断
を
待
つ
と
い
う
形
に
な
る
。

市
元
非
常
勤
職
員
の
公

金
着
服
事
件
に
関
し
て
市

長
以
下
関
係
職
員
の
処
分
が
な

さ
れ
た
。
処
分
は
一
事
件
に
対

し
一
回
の
み
と
理
解
し
て
い

る
。
処
分
時
に
被
害
額
が
確
定

し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
処
分
を
決
め
て
い
る
が
、

後
日
被
害
額
に
大
き
な
差
が
生

じ
た
場
合
対
応
で
き
な
い
と
思

う
が
ど
う
か
。

（
市
長
）
懲
罰
委
員
会

を
開
い
て
も
ら
い
、
市
長

と
し
て
の
姿
勢
も
あ
り
決
め

た
。

被
害
額
の
確
定
は
そ
の

時
の
市
の
シ
ス
テ
ム
で
可

能
だ
っ
た
の
か
。

（
総
務
部
長
）
事
件
当

時
は
そ
う
い
う
シ
ス
テ
ム

は
な
か
っ
た
が
、
そ
の
後
改
善

し
た
。

５
月
20
日
に
交
流
学
習

セ
ン
タ
ー
建
設
に
関
す
る

三
地
区
合
同
の
最
後
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
傍
聴
し
た
。
参
加

し
た
市
民
は
10
人
程
度
。

あ
れ
程
こ
の
施
設
を
切
望

し
た
人
た
ち
は
ど
う
し
た
の

か
。
本
当
に
市
民
が
有
効
に

利
用
し
て
く
れ
る
の
か
不
安

で
あ
る
。
市
は
ど
の
よ
う
な

確
信
を
持
っ
て
進
め
て
い
る

の
か
。
図
書
館
を
三
館
同
時

に
建
て
、
ど
の
く
ら
い
の
市

民
が
利
用
す
れ
ば
成
功
だ
と

言
え
る
の
か
。

（
教
育
長
）
建
設
検
討

委
員
会
で
、
建
設
後
５

年
以
内
に
個
人
の
登
録
率

30
％
を
目
指
す
と
し
た
。
利

用
者
の
予
測
と
し
て
、
一
日

当
り
穂
高
440
人
、
豊
科
250
人
、

三
郷
160
人
で
あ
る
。

交
付
金
事
業
の
期
限

も
あ
る
が
、
一
旦
作
れ

ば
維
持
管
理
費
も
か
か
る
。

利
用
状
況
を
見
な
が
ら
、
一

館
ず
つ
間
を
空
け
て
建
て
る

考
え
は
な
い
の
か
。

（
教
育
長
）
ま
ち
づ
く

り
交
付
金
事
業
の
穂
高

と
豊
科
に
つ
い
て
は
、
定
め

ら
れ
た
事
業
期
間
に
合
せ
て

建
て
、
三
郷
は
21
年
度
中
に

実
施
設
計
、
22
年
度
中
に
建

設
し
た
い
。
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交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
建
設
に
つ
い
て

丸
　
山
　
祐
　
之

議
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市
内
に
は
小
学
校
10

校
、
約
５，
８
０
０
人
の

児
童
が
学
ん
で
い
る
。
県
下
一

の
三
郷
小
１，
１
４
３
人
か
ら

明
北
小
174
人
ま
で
あ
る
。
適

正
規
模
、
児
童
数
の
推
移
は
。

（
教
育
次
長
）
学
校
教

育
法
施
行
令
に
よ
り
12
以

上
18
学
級
が
標
準
だ
が
、
地
域

の
実
態
に
も
よ
る
。
他
市
で
は

12
以
上
24
学
級
以
下
と
し
て
い

る
例
も
あ
り
、
当
市
で
は
三
郷

小
36
学
級
、
穂
高
北
小
26
学
級

が
過
大
規
模
校
に
該
当
す
る
。

児
童
数
は
推
計
で
19
年
以
降
若

干
減
少
傾
向
。
三
郷
小
は
20
、

21
年
度
30
人
程
増
加
見
込
み
。

通
学
区
域
審
議
会
の
進

め
方
、
委
員
の
構
成
は
。

（
教
育
次
長
）
安
曇
野

市
通
学
区
域
審
議
会
条
例

に
よ
り
設
置
し
、
通
学
区
域
、

マ
ン
モ
ス
校
等
に
つ
い
て
諮
問

し
て
い
く
。
早
急
に
立
上
げ
た

い
。

三
郷
小
に
緊
急
通
報
装

置
が
設
置
さ
れ
た
。
い
ざ

と
い
う
時
に
備
え
る
訓
練
と
他

の
学
校
へ
の
設
置
計
画
は
。

（
教
育
次
長
）
学
校
で

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
中
。

児
童
へ
も
周
知
す
る
準
備
を
し

て
い
る
。
緊
急
通
報
が
あ
っ
た

場
合
の
指
示
系
統
を
明
確
に
し

て
避
難
訓
練
を
実
施
す
る
予

定
。
未
設
置
校
へ
一
斉
に
付
け

た
い
が
財
政
上
厳
し
い
。

放
課
後
子
ど
も
教
室
の

登
録
者
数
は
。
回
数
を
増

や
す
考
え
は
な
い
か
。

（
教
育
次
長
）
豊
科
地

域
が
約
16
％
284
人
、
明
科

地
域
が
24
％
121
人
。
出
席
率

は
登
録
児
童
の
90
％
。
回
数
増

は
学
校
側
と
の
調
整
が
必
要
。

今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

穂
高
、
三
郷
、
堀
金
で
は
、
今

年
度
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
運

営
委
員
会
が
組
織
さ
れ
た
。
効

果
的
な
実
施
に
つ
い
て
十
分
な

検
討
を
し
、
20
年
度
以
降
全
て

の
小
学
校
で
実
施
し
た
い
。

子
育
て
支
援
策
と
し
て
考
え

ら
れ
な
い
か
。
市
民
の
協

力
を
得
る
た
め
に
見
学
会

を
計
画
し
て
は
ど
う
か
。

（
教
育
次
長
）
こ
の
事

業
に
関
わ
っ
て
も
ら
え
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
確
保
が
課

題
。
現
在
、
豊
科
23
人
、
明
科

20
人
の
安
全
管
理
員
に
ご
協
力

い
た
だ
い
て
い
る
。
見
学
会
を

開
催
し
た
い
。

就
労
支
援
策
に
つ
い
て

昨
年
３
月
安
曇
野
市
地

域
職
業
相
談
室
が
開
設
さ

れ
一
年
が
経
過
し
た
。実
績
は
。

（
産
業
観
光
部
長
）
相
談

日
245
日
、
相
談
者
数
１
万

８
千
871
人
、職
業
紹
介
件
数
２，

６
９
９
人
、
就
職
者
数
629
人
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
同
じ

シ
ス
テ
ム
が
入
っ
て
お
ら

ず
不
都
合
が
あ
る
と
聞
く
が
。

（
産
業
観
光
部
長
）
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
と
改
善
に
つ

い
て
話
を
し
た
い
。

定
年
後
、
高
齢
者
・
障

が
い
者
・
母
子
家
庭
の
就

労
支
援
策
は
。

（
産
業
観
光
部
長
）
定

年
後
、
高
齢
者
＝
事
業
主

に
対
し
て
高
齢
者
雇
用
確
保
の

措
置
に
伴
な
う
各
種
支
援
策
の

情
報
提
供
等
関
係
機
関
と
連
携

し
て
推
進
を
し
て
い
き
た
い
。

（
健
康
福
祉
部
長
）
障

が
い
者
＝
専
門
員
の
確
保

が
難
し
い
状
況
に
あ
る
。
今
後

充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
母

子
家
庭
＝
母
子
自
立
支
援
に
よ

る
職
業
紹
介
、
資
格
取
得
の
講

座
受
講
料
、
４
割
補
助
の
支
給

策
が
あ
る
の
で
、
広
報
等
に
努

め
た
い
。

小
学
校
の
適
正
規
模
、
安
全
安
心
の
学
校
生
活

平
　
林
　
徳
　
子

議
員

安
曇
野
市
の
雇
用
拡
大

は
、
①
母
子
家
庭
・
障
害

者
の
雇
用
は
市
が
卒
先
雇
用
し

企
業
へ
の
申
し
入
れ
や
要
請

を
。
②
臨
時
職
の
賃
金
は
最
低

で
も
時
給
１，
０
０
０
円
で
予

算
検
討
を
。
③
保
育
士
は
先
行

採
用
基
準
で
正
職
員
へ
の
道

を
。
④
青
年
が
安
曇
野
市
の
職

場
で
働
け
る
雇
用
の
拡
大
を
企

業
へ
の
施
策
に
。

（
総
務
部
長
）
住
民
税

納
税
者
の
62.7
％
が
２
倍
、

８
割
の
納
税
者
が
値
上
げ
に
な

っ
た
。（

産
業
観
光
部
長
）
雇

用
の
拡
大
は
、
優
秀
な
企

業
が
あ
る
こ
と
が
青
年
が
帰
る

土
台
、
魅
力
あ
る
安
曇
野
を
検

討
す
る
。

（
健
康
福
祉
部
長
）
母

子
の
未
就
労
支
援
に
、
資

格
講
座
受
講
料
の
４
割
支
援
制

度
、
訓
練
支
援
、
母
子
就
労
で

は
個
人
事
業
税
減
免
あ
り
、
広

報
等
で
力
を
入
れ
る
。

（
総
務
部
長
）
臨
時
職

賃
金
な
ど
賃
金
改
善
や
、

企
業
の
母
子
家
庭
、
身
体
障
害

者
雇
用
促
進
の
対
策
を
前
向
き

に
検
討
す
る
。
手
話
通
訳
の
対

応
を
し
て
い
く
。
保
育
士
の
継

続
確
保
で
実
積
、
即
戦
力
は
今

後
検
討
す
る
。

㈱
三
郷
ベ
ジ
タ
ブ
ル
ト
マ
ト

工
場
は
責
任
を
明
確
に
し
、

市
民
の
税
金
を
使
わ
な
い
、

二
度
と
起
こ
さ
な
い

三
郷
で
の
計
画
と
建
設

の
責
任
者
で
あ
る
安
曇
野

市
の
副
市
長
に
再
建
が
出
来
る

わ
け
が
無
い
。
度
重
な
る
三
郷

の
問
題
は
、
負
の
財
産
、
徹
底

究
明
を
行
い
、
専
門
家
と
住
民

の
願
い
を
十
分
汲
み
取
れ
る
住

民
参
加
の
公
聴
会
、
検
討
の
体

制
と
方
針
の
確
立
を
。

（
市
長
）
初
期
の
目
標

で
経
営
改
善
す
る
。

ど
う
し
ょ
う
も
な
い
時
新
た

な
検
討
、
判
断
す
る
。
原
因
追

求
を
当
事
者
で
検
証
す
る
。
負

の
遺
産
と
い
う
こ
と
で
あ
れ

ば
、
他
に
も
あ
る
時
期
が
く
れ

ば
問
題
に
な
る
可
能
性
も
あ

る
。
先
を
見
越
し
検
討
委
員
会

を
つ
く
っ
た
。

安
曇
野
10
万
市
民
が

誇
れ
る
環
境
は

全
国
に
誇
れ
る
環
境

50
年
100
年
先
を
見
た
環

境
基
本
計
画
を
。
市
の
新

ブ
ラ
ン
ド
名
所
を
市
民
が
つ
く

り
出
す
桜
と
柳
並
木
を
光
城
山

か
ら
犀
川
、
拾
カ
堰
、
黒
沢
、

烏
川
へ
。

（
市
民
環
境
部
長
）
秋

に
環
境
計
画
の
素
案
を
発

表
予
定
。
世
界
に
誇
る
、
50
年

100
年
後
の
世
代
に
引
き
継
ぐ

安
曇
野
市
を
身
か
ら
つ
く
り
出

す
。
桜
並
木
な
ど
提
案
は
策
定

委
員
会
に
つ
な
ぎ
た
い
。
総
合

計
画
と
連
携
し
市
民
参
加
型
で

い
き
た
い
。

三
郷
小
学
校
の
防
犯

マ
ン
モ
ス
小
学
校
の

解
消
を

長
野
県
下
一
位
の
マ

ン
モ
ス
校
解
消
の
た
め

の
建
設
計
画
を
、
市
の
総
合

計
画
に
。

（
教
育
次
長
）
昨
年
よ

り
再
三
、
議
員
か
ら
県

下
一
の
マ
ン
モ
ス
校
で
あ
り

大
規
模
校
の
た
め
、
死
角
が

あ
り
、
不
審
者
危
険
と
指
摘

さ
れ
た
の
で
地
域
の
業
者
と

開
発
し
た
。
今
後
他
の
施
設

に
勧
め
て
い
き
た
い
。

通
学
区
域
の
変
更
や
、
分

校
も
検
討
が
必
要
で
あ
る
が

ま
だ
、
検
討
で
き
て
い
な
い
。

松
　
澤
　
好
　
哲

議
員

市
民
税
連
続
値
上
げ
で
市
民
生
活
は
大
変
、
市
民
生
活
を
守
る
対
策
を
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Ｗ
Ｔ
Ｏ
・
Ｆ
Ｔ
Ａ
が
完

全
に
自
由
化
に
な
れ
ば
自

給
率
40
％
が
12
％
位
に
落
ち
込

む
。安
曇
野
市
の
将
来
を
考
え
、

田
園
を
守
る
立
場
で
方
策
を
聞

き
た
い
。
ま
た
、
売
れ
る
米
・

売
れ
る
野
菜
・
売
れ
る
果
実
な

ど
に
援
助
は
。
安
曇
野
ブ
ラ
ン

ド
に
つ
い
て
伺
う
。

（
産
業
観
光
部
長
）
市

は
19
年
度
よ
り
品
目
横
断

的
安
定
対
策
が
始
ま
り
、
担
い

手
の
経
営
安
定
対
策
や
集
落
営

農
組
織
の
育
成
と
拡
大
に
大
き

な
影
響
が
出
る
と
考
え
る
。

品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策

は
、
農
業
を
続
け
て
い
く
上
で

必
要
な
事
項
で
あ
る
。

ま
た
、
産
地
づ
く
り
交
付
金

を
利
用
し
て
地
産
地
消
の
農
業

も
取
り
入
れ
振
興
策
と
し
て
取

り
組
み
た
い
。

（
市
長
）
日
本
の
80
％

の
国
土
を
守
っ
て
い
る

の
が
農
業
で
あ
る
。
農
業
環

境
も
ぎ
り
ぎ
り
の
と
こ
ろ
ま

で
来
て
い
る
。
国
際
的
に
も

是
非
日
本
の
農
政
に
頑
張
っ

て
い
た
だ
き
、
そ
れ
に
対
し

て
し
っ
か
り
と
支
援
し
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思

っ
て
い
る
。

公
共
交
通
網
の

体
系
に
つ
い
て

市
営
バ
ス
「
ぐ
る
ま

る
く
ん
」
を
廃
止
し
て
、

デ
マ
ン
ド
交
通
に
絞
っ
た
の

か
。
巡
回
バ
ス
と
デ
マ
ン
ド

交
通
と
組
み
合
わ
せ
の
考
え

は
あ
る
か
。

（
企
画
財
政
部
長
）
今

回
の
公
共
交
通
検
討
の

中
で
、
実
際
の
乗
降
客
の
皆

様
に
対
し
て
、
ど
こ
か
ら
乗

車
し
て
、
ど
こ
で
降
り
た
か
、

全
て
実
態
を
調
査
し
た
。
安

曇
野
市
の
よ
う
に
市
街
地
形

成
が
少
な
い
、
田
園
が
多
い

集
落
が
点
在
し
て
い
る
な
か

で
は
、
戸
口
か
ら
戸
口
ま
で

の
デ
マ
ン
ド
交
通
が
よ
い
と

思
う
。（

市
長
）
全
市
的
に
見

て
、
市
民
の
交
通
機
関

と
し
て
ど
う
か
、
と
い
う
こ

と
で
制
度
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
み
て
、
新
し
い
活
用
が
ど

ん
ど
ん
出
て
き
て
そ
の
分
析

に
よ
っ
て
、
こ
こ
は
路
線
バ

ス
を
動
か
し
て
も
大
丈
夫
だ

と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
路

線
バ
ス
を
動
か
せ
ば
よ
い
。

新
し
い
方
式
を
や
っ
て
み
て

市
民
の
声
を
聞
い
て
、
様
々

な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
見
直
し
の
機
会
も
出
て

く
る
の
で
、
市
民
の
足
を
ど

う
確
保
す
る
か
考
え
、
構
築

し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

図
書
館
建
設
に
つ
い
て

図
書
館
建
設
の
検
討

委
員
会
の
答
申
を
受
け

て
建
設
が
進
ん
で
い
る
が
、

図
書
館
長
が
い
な
い
の
で
図

書
館
と
市
民
と
の
接
点
が
必

要
と
思
う
。
そ
れ
を
と
り
も

つ
の
が
館
長
。
建
設
と
館
長

は
同
体
で
あ
る
と
思
う
が
、

今
の
職
員
の
配
置
で
よ
い
か
。

（
教
育
次
長
）
図
書
館

長
を
減
ら
し
た
と
い
う

こ
と
で
は
な
い
。
新
し
い
図

書
館
長
は
常
勤
的
に
考
え
て

い
る
。
館
長
は
市
内
で
優
秀

な
人
材
を
発
掘
し
た
い
。

今
年
度
、
正
規
職
員
並
み

の
体
系
の
司
書
３
人
も
増
員

し
て
い
る
。

（
市
長
）
い
い
人
材
が

い
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
思
う
。
図
書
の
整
理
や
中

身
に
つ
い
て
検
討
す
る
人
材

が
あ
れ
ば
ど
ん
ど
ん
投
入
し

て
い
き
た
い
。

農
業
・
公
共
交
通
網
・
図
書
館
の
今
後
の
対
応

草
　
深
　
　
　
温

議
員

���

���

���

国
の
三
位
一
体
の
改
革

の
名
の
も
と
に
、
地
方
交

付
税
の
削
減
と
所
得
税
の
一
部

を
市
町
村
民
税
へ
移
譲
す
る
と

い
う
政
策
の
な
か
で
、
地
方
自

治
体
同
士
の
競
争
が
始
ま
っ

た
。
財
政
の
内
容
に
よ
っ
て
、

福
祉
・
教
育
・
ま
た
、
子
育
て

支
援
な
ど
に
大
き
な
差
が
出
る

と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
安
曇

野
市
は
将
来
を
見
据
え
た
政
策

を
と
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

思
う
。
税
の
増
収
を
計
る
た
め

に
積
極
的
に
人
口
増
、
ま
た
企

業
誘
致
を
進
め
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
思
う
が
、
市
長
の
考
え

を
聞
き
た
い
。

（
市
長
）
こ
れ
か
ら
の

自
治
体
の
存
続
、
あ
る
い

は
競
争
に
打
ち
勝
っ
て
い
く
条

件
と
し
て
、
や
は
り
財
政
と
い

う
こ
と
は
欠
か
せ
な
い
問
題
だ

と
思
う
。合
併
以
来
、私
は
絶
え

ず
、
経
済
基
盤
の
強
い
自
治
体

に
な
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
話
し
て
き
た
。そ
れ
に
、

精
神
的
な
豊
か
さ
も
必
要
だ
と

思
う
。
土
地
利
用
を
規
制
す
る

な
か
、
計
画
的
に
工
場
あ
る
い

は
企
業
誘
致
、
ま
た
住
宅
団
地

等
の
整
備
誘
導
、
こ
れ
を
図
っ

て
い
く
様
々
な
施
策
を
バ
ラ
ン

ス
よ
く
行
う
、
こ
の
こ
と
が
結

果
と
し
て
人
口
増
加
に
結
び
つ

い
て
い
く
と
思
っ
て
い
る
。

農
振
の
見
直
し
と
地
目

の
見
直
し
、
ま
た
農
地
転

用
の
権
限
が
19
年
度
か
ら
県
か

ら
市
町
村
に
移
譲
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
が
、
安
曇
野
市
と
し

て
の
対
応
を
聞
き
た
い
。

（
産
業
観
光
部
長
）
農

振
の
見
直
し
は
、
現
在
進

め
て
い
る
土
地
利
用
検
討
委
員

会
の
動
向
を
見
な
が
ら
進
め

る
。
地
目
の
見
直
し
は
農
業
委

員
会
、
ま
た
は
農
業
審
議
協
議

会
の
な
か
で
論
議
を
し
て
い
き

た
い
。
農
転
の
権
限
移
譲
は
前

向
き
に
取
り
組
む
。

企
業
誘
致
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。
ほ
と
ん
ど
の
市

町
村
が
積
極
的
に
誘
致
活
動
を

行
っ
て
い
る
な
か
で
、
安
曇
野

市
も
手
を
こ
ま
ね
い
て
い
る
わ

け
に
は
い
か
な
い
。
安
曇
野
市

が
積
極
的
に
誘
致
を
行
っ
て
い

く
な
ら
、
新
た
に
団
地
の
造
成

を
行
う
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
、
い
か
が
か
。

（
都
市
建
設
部
長
）
企

業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
雇

用
の
確
保
と
財
源
を
豊
か
に
す

る
、
そ
う
い
う
経
済
を
支
え
る

極
め
て
大
事
な
基
盤
と
と
ら
え

て
い
る
。
工
場
誘
致
に
そ
う
い

う
こ
と
で
努
め
て
い
き
た
い
。

土
地
利
用
計
画
の
な
か
で
、
新

た
な
工
場
団
地
に
つ
い
て
候
補

地
、
そ
れ
か
ら
規
模
等
に
つ
い

て
議
論
を
深
め
た
い
。

公
共
施
設
の
統
合
整
備

に
つ
い
て
、
ま
ず
は
本
庁

舎
の
位
置
と
規
模
が
ど
の
程
度

か
と
い
う
こ
と
を
最
優
先
に
決

め
る
こ
と
が
必
要
だ
が
、
そ
れ

と
同
時
に
公
共
施
設
の
統
合
、

空
き
施
設
の
利
用
、
ま
た
撤
去

を
含
め
安
曇
野
市
だ
け
で
は
な

く
、
県
の
施
設
を
含
め
、
総
合

的
に
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
思
う
が
い
か
が
か
。

（
総
務
部
長
）
庁
内
に

行
政
機
構
研
究
委
員
会
を

立
ち
上
げ
て
お
り
、
そ
の
な
か

で
空
き
施
設
問
題
も
し
か
り
、

県
と
の
、
い
わ
ゆ
る
庁
舎
の
問

題
、
こ
れ
も
含
め
て
そ
の
な
か

で
検
討
し
て
い
る
。

〔
要
望
〕

こ
れ
か
ら
の
安
曇
野
市
の
財

政
は
、
や
は
り
土
地
利
用
と
地

域
間
バ
ラ
ン
ス
と
箱
物
を
い
か

に
有
効
利
用
し
、
む
だ
な
箱
物

は
つ
く
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が

大
き
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
く

る
と
思
う
。
皆
で
知
恵
を
出
し

合
い
、
財
政
を
豊
か
に
し
、
福

祉
の
充
実
し
た
暮
ら
し
や
す
い

安
曇
野
市
に
な
る
よ
う
に
希
望

す
る
。

�

�

�
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安
曇
野
市
の
財
政
を
豊
か
に
す
る
た
め
に
は
何
を
す
べ
き
か

宮
　
下
　
明
　
博

議
員
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５
年
と
い
う
短
い
時
限

法
の
な
か
で
、
地
域
協
議

会
か
ら
の
交
付
金
が
10
月
で
は

遅
す
ぎ
る
。
市
単
独
で
つ
な
ぎ

資
金
の
対
応
は
で
き
な
い
か
。

次
年
度
以
降
も
交
付
金
が
活
動

組
織
に
入
る
の
は
同
時
期
か
。

ま
た
、
対
象
面
積
、
協
定
面
積

の
変
更
は
可
能
か
。
更
に
、
営

農
活
動
支
援
の
交
付
要
件
は
、

環
境
保
全
向
上
対
策
の
地
域
で

あ
り
、
化
学
肥
料
、
農
薬
を
５

割
削
減
し
対
象
区
域
の
５
割
以

上
が
取
り
組
み
、
更
に
エ
コ
フ

ァ
ー
マ
ー
の
要
件
を
満
た
す
こ

と
と
な
っ
て
い
る
が
、
農
政
機

関
等
相
談
の
な
か
で
積
極
的
に

講
習
会
等
開
催
を
要
望
す
る
。

営
農
活
動
支
援
を
受
け
る
面
積

は
、
環
境
保
全
向
上
対
策
の
対

象
面
積
の
み
が
対
象
か
。
そ
れ

と
も
集
落
単
位
で
よ
い
の
か
。

（
産
業
観
光
部
長
）
要

項
等
の
雛
形
が
県
よ
り
示

さ
れ
た
の
が
６
月
に
入
っ
て
か

ら
で
、
現
在
要
項
等
整
備
事
務

を
進
め
て
い
る
最
中
で
あ
る
。

国
の
要
項
に
従
っ
て
や
っ
て
い

る
事
業
で
あ
り
、
市
単
独
で
や

れ
と
言
わ
れ
て
も
難
し
い
。
来

年
度
以
降
の
交
付
に
つ
い
て
は

毎
年
四
半
期
ご
と
に
概
算
払
い

さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
対
象
面

積
、
協
定
面
積
の
変
更
は
で
き

な
い
。
面
積
が
減
る
場
合
は
、

減
っ
た
面
積
に
対
し
て
の
補
助

金
は
返
還
し
て
い
た
だ
く
。
エ

コ
フ
ァ
ー
マ
ー
は
、
堆
肥
等
の

土
作
り
を
基
本
と
し
て
化
学
肥

料
、
化
学
農
薬
の
使
用
を
低
減

す
る
た
め
の
生
産
方
式
で
、
持

続
性
の
高
い
農
業
生
産
方
式
を

自
分
の
農
業
経
営
に
導
入
す
る

計
画
を
立
て
知
事
に
申
請
す
る

も
の
。
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
や

産
業
観
光
部
に
相
談
し
申
請
す

れ
ば
積
極
的
に
対
応
す
る
。
営

農
活
動
支
援
を
受
け
る
面
積

は
、
共
同
活
動
の
な
か
で
の
協

定
対
象
面
積
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
今
後
、
国
も
農
地
・
水
・

環
境
保
全
対
策
に
つ
い
て
は
積

極
的
に
進
め
る
方
向
に
あ
り
、

要
望
等
は
関
東
農
政
局
へ
上
げ

て
い
く
。

滞
在
型
市
民
農
園
の

取
り
組
み
は

首
都
圏
を
中
心
と
し
た

団
塊
の
世
代
か
ら
、
退
職

を
期
に
ぜ
ひ
一
度
大
自
然
に
囲

ま
れ
た
環
境
で
、
夢
で
あ
っ
た

農
業
を
体
験
し
た
い
と
い
う
多

く
の
声
を
聞
く
。
安
曇
野
の
将

来
、
安
曇
野
の
農
業
、
安
曇
野

の
観
光
、
そ
れ
ら
を
考
え
た
と

き
、
安
曇
野
の
豊
か
な
自
然
と

観
光
を
組
み
合
わ
せ
た
な
か

で
、
安
曇
野
独
自
の
滞
在
型
市

民
農
園
の
開
園
は
ど
う
か
。

（
市
長
）
内
閣
府
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る

と
、
２
地
域
に
居
住
場
所
を

持
っ
て
農
業
を
や
り
た
い
と

の
願
望
を
持
つ
方
は
、
団
塊

世
代
を
含
む
50
歳
代
で
は

46
％
に
達
す
る
。
ま
た
、
農

業
地
帯
に
都
会
か
ら
地
方
に

出
て
定
住
し
て
農
業
を
や
り

た
い
と
い
う
思
い
を
持
つ
人

も
50
歳
代
で
は
30
％
い
る
と

の
こ
と
だ
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト

に
表
れ
た
願
望
と
実
行
す
る

か
は
別
問
題
と
の
分
析
も
あ

る
。
２
地
域
の
居
住
型
の
滞

在
型
市
民
農
園
は
ハ
ー
ド
施

設
の
完
備
も
必
要
で
あ
り
、

地
域
設
定
、
地
権
者
、
地
域

と
の
合
意
も
必
要
。
で
き
れ

ば
定
住
型
の
農
業
へ
の
参
加

を
促
進
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
。具

体
的
施
策
も
必
要
で
あ

り
、
実
態
調
査
を
し
て
基
盤
整

備
、
基
礎
づ
く
り
を
し
て
い
か

な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

�

�

�

�

農
地
・
水
・
環
境
保
全
対
策
の
問
題
点

浅
　
川
　
保
　
門

議
員

市
営
住
宅
の
現
状
と
市

民
の
ニ
ー
ズ
を
ど
う
認
識

し
て
い
る
か
。

（
都
市
建
設
部
長
）
現

在
、
管
理
戸
数
は
19
団
地

468
戸
で
、
入
居
戸
数
が
393
戸
、

75
戸
は
老
朽
化
が
著
し
く
政
策

的
な
空
き
家
と
し
て
い
る
。

18
年
度
は
11
戸
の
募
集
を
し

て
117
人
の
応
募
が
あ
っ
た
。

家
賃
の
低
額
な
市
営
住
宅
に
対

す
る
市
民
の
需
要
は
か
な
り
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

昨
年
度
の
応
募
倍
率
は

10
倍
を
超
え
て
お
り
、
今

後
も
市
住
へ
の
需
要
は
続
く
と

考
え
る
。
ま
た
、
昭
和
30
年
代

か
ら
40
年
代
前
半
に
建
築
さ
れ

た
団
地
が
多
く
老
朽
化
が
進
ん

で
い
る
。
高
齢
者
世
帯
の
入
居

割
合
も
高
く
、
障
害
者
世
帯
を

含
む
既
存
の
市
住
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
対
応
も
課
題
で
あ
る
。

今
年
度
、
市
営
住
宅
の
「
ス
ト

ッ
ク
総
合
活
用
計
画
」
策
定
を

計
画
し
て
い
る
が
、
今
後
の
市

住
へ
の
取
り
組
み
方
針
は
。

（
都
市
建
設
部
長
）
現

在
、
11
団
地
301
戸
、
全
市

住
の
64.3
％
が
耐
用
年
数
を
経

過
し
て
い
る
現
状
に
あ
り
、
建

て
替
え
、
維
持
改
善
の
方
法
、

廃
止
等
、
庁
内
に
検
討
組
織
を

立
ち
上
げ
て
市
住
の
長
期
的
な

有
効
活
用
方
針
を
計
画
・
策
定

す
る
。
住
宅
困
窮
者
へ
の
低
額

な
家
賃
で
の
住
宅
の
提
供
と
い

う
、
市
営
住
宅
の
役
割
を
踏
ま

え
、
福
祉
施
策
と
の
連
携
を
図

り
検
討
を
進
め
る
。
当
面
、
福

祉
関
係
、
災
害
等
の
緊
急
対
応

と
し
て
、
政
策
空
き
家
の
活
用

も
検
討
し
た
い
。

市
住
の
補
完
と
し
て
、

民
間
の
空
き
家
・
空
き
ア

パ
ー
ト
を
有
効
活
用
し
、
市
が

借
り
た
い
人
と
空
き
家
所
有
者

を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
「
空

き
家
・
空
き
部
屋
バ
ン
ク
」
の

創
設
を
提
案
し
た
い
。

（
都
市
建
設
部
長
）
市

が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
仲
介
を
業

と
す
る
民
間
業
者
と
の
関
係
等

を
整
理
し
て
考
え
る
必
要
が
あ

る
。
民
間
の
空
き
ア
パ
ー
ト
の

活
用
に
つ
い
て
は
、
市
営
住
宅

と
し
て
借
り
上
げ
る
取
り
組
み

事
例
も
あ
り
、
市
住
建
設
と
の

費
用
対
効
果
等
を
踏
ま
え
、
検

討
案
の
一
つ
と
考
え
て
い
る
。

市
の
情
報
シ
ス
テ
ム
の

安
全
対
策
に
つ
い
て

市
が
保
有
し
て
い
る
情

報
資
産
は
、
市
民
に
と
っ

て
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
う
け
る
た
め
の
財

産
で
あ
り
、
行
政
に
と
っ
て
も

健
全
経
営
を
行
う
た
め
の
収
入

の
基
盤
で
あ
る
。
現
行
の
電
算

シ
ス
テ
ム
の
安
全
対
策
、
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
対
策
は
。

（
企
画
財
政
部
長
）
ウ

イ
ル
ス
対
策
、
不
正
ア
ク

セ
ス
対
策
、
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の

二
重
化
、
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
複
線
化
等
、
安
全
性
と
確
実

性
を
維
持
し
て
い
る
。

各
パ
ソ
コ
ン
は
Ｉ
Ｐ
ア
ド

レ
ス
と
パ
ス
ワ
ー
ド
に
よ
り

他
人
の
利
用
を
防
止
、
特
に
、

個
人
情
報
や
税
情
報
等
は
担

当
職
員
以
外
の
ア
ク
セ
ス
を

制
限
し
、
個
々
の
利
用
状
況

は
全
て
記
録
に
残
し
て
い
る
。

デ
ー
タ
流
出
対
策
と
し
て
、

不
正
持
ち
出
し
、
不
注
意
に

よ
る
紛
失
、
盗
難
等
の
人
的

要
因
が
課
題
と
考
え
、
職
員

の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
意

識
向
上
の
た
め
の
研
修
を
強

化
し
て
い
る
。
情
報
政
策
課

へ
の
入
室
は
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

が
必
要
で
、
サ
ー
バ
室
へ
の

入
室
は
指
紋
認
証
を
行
い
、

部
外
者
に
よ
る
破
壊
的
な
情

報
資
産
へ
の
介
入
等
へ
の
対

策
を
と
っ
て
い
る
。
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市
民
の
住
宅
事
情
―
市
営
住
宅
へ
の
取
組
み
方
針
は
？
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◆二元代表制とは
地方公共団体の政治制度のことを言います。地方自治体の政治は、住民により直接公選された首長と、
住民により直接公選された議員が、住民からそれぞれに与えられた二つの権能により、住民を代表して
進められていますが、このことを指して二元代表制と言います。
なお、国では国会で間接的に首相が選出されており、国と地方に大きな違いがあります。

◆地方行政とは
直接公選された首長のもとに、地方公共団体の執行機関が法律や条令に基づいて、業務を行うことを
いいます。
◆地方議会とは
直接公選された議員によって組織され、条例の制定・予算審議などや行政の牽制

けんせい

・監視をする合議制
の機関を言います。
◆本会議とは
行政側に出席を求め全議員が参加して開かれる会議を言い、審議が行われます。議会運営では、最も
基本とする組織です。
◆委員会とは
本会議の運営上必要とするために設置された、議会の補完組織を言います。本会議のみでは多数の議
案を能率的に処理することは不可能になっていく欠陥を補完し、審議の実をあげるため工夫された組織
で、本会議の付託により所管に関する会議（審査・調査）が開かれます。その結果は本会議に報告され
審議されます。
◆安曇野市議会で設置されている委員会
◇常任委員会（行政の所轄事務事業を下記のように分担して運営されます。）
総務委員会（総務部、企画財政部、会計課、監査委員、選挙管理委員会、公平委員会、固定資産評価

審査委員会、議会事務局、の所管に属する事項、及び他の委員会の所管に属さない事項）
環境経済委員会（市民環境部、産業観光部、農業委員会の所管に属する事項）
福祉教育委員会（健康福祉部、福祉事務所、教育委員会の所管に属する事項）
建設水道委員会（都市建設部、上下水道部の所管に属する事項）
◇議会運営委員会
◇議会広報特別委員会

安
曇
野
市
第
三
セ
ク
タ

ー
施
設
の
ト
マ
ト
栽
培
、

べ
ジ
タ
ブ
ル
の
健
全
経
営
に
つ

い
て
は
、
大
変
不
透
明
で
あ
り

心
配
で
あ
る
。
市
、
自
治
体
が

営
利
事
業
に
関
わ
る
こ
と
に
対

し
、大
変
疑
問
を
感
じ
て
い
る
。

国
の
通
達
に
よ
る
と
地
方
公
共

団
体
の
第
三
セ
ク
タ
ー
の
経
営

悪
化
は
設
立
団
体
の
財
政
運
営

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
ケ
ー

ス
が
あ
り
、
健
全
運
営
の
確
保

に
は
万
全
を
期
し
、
必
要
に
応

じ
事
業
の
見
直
し
、
廃
止
、
民

間
譲
渡
等
、
先
送
り
す
る
事
な

く
、
対
応
を
行
う
必
要
が
あ
る

と
指
針
が
出
さ
れ
て
い
る
。
そ

こ
で
第
三
期
決
算
報
告
書
で
は

税
務
署
に
利
益
が
報
告
さ
れ
て

い
る
が
、
報
告
の
と
お
り
か
。

（
産
業
観
光
部
長
）
経

営
の
内
容
、
状
況
に
つ
い

て
は
、
決
算
書
の
と
お
り
で
あ

る
が
、
仕
掛
り
品
の
関
係
で
単

年
度
５
千
６
百
万
円
の
赤
字
と

な
っ
て
い
る
。

契
約
に
つ
い
て
、
利
益

が
出
る
か
、
出
な
い
か
は

契
約
次
第
で
あ
り
、
価
格
の
設

定
は
ど
の
よ
う
な
話
し
合
い
で

決
め
た
の
か
。

（
産
業
観
光
部
長
）
当

初
の
設
定
は
カ
ゴ
メ
か
ら

の
提
示
に
よ
っ
て
収
穫
量
に
見

合
っ
た
価
格
で
運
営
し
て
い
け

る
か
検
証
し
た
。

最
高
の
出
来
だ
っ
た
第

二
期
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、

燃
料
費
、
人
件
費
、
そ
れ
に
市

へ
の
７
千
万
円
の
賃
借
料
、
そ

し
て
市
の
債
務
保
証
で
借
り
て

い
る
３
億
５
千
万
円
と
、
短
期

で
借
り
た
運
営
費
の
負
債
返
済

を
ト
マ
ト
の
キ
ロ
当
た
り
に
し

て
単
価
交
渉
を
し
て
原
価
と
す

る
認
識
で
価
格
交
渉
し
た
か
。

（
産
業
観
光
部
長
）
現

状
の
ト
マ
ト
の
量
、
当
初

の
設
定
さ
れ
た
価
格
で
や
っ
て

い
け
る
と
い
う
検
証
で
価
格
交

渉
し
て
い
る
。
今
の
量
を
穫
れ

ば
そ
れ
な
り
の
価
格
、
当
初
計

画
の
金
額
に
な
る
。

普
通
、
企
業
は
３
年
で

目
鼻
を
つ
け
な
け
れ
ば
企

業
の
発
展
性
が
無
い
。
カ
ゴ
メ

は
他
に
生
産
施
設
が
あ
り
、
価

格
競
争
、
単
価
に
よ
っ
て
、
当

然
高
い
と
こ
ろ
か
ら
は
買
わ
な

い
。
一
年
後
、
二
年
後
の
カ
ゴ

メ
と
の
対
応
を
ど
う
す
る
の

か
。
一
ラ
イ
ン
で
も
自
分
た
ち

で
の
ブ
ラ
ン
ド
で
売
る
発
想
は

な
い
か
。

（
産
業
観
光
部
長
）
安

定
し
た
経
営
に
は
、
カ
ゴ

メ
一
本
の
安
定
し
た
価
格
で
取

引
を
し
て
い
く
な
か
で
信
頼
関

係
を
作
っ
て
い
く
。

毎
年
契
約
に
な
る
と
競

争
原
理
の
社
会
、
競
争
力

か
ら
し
て
カ
ゴ
メ
一
本
で
は
な

く
発
想
を
変
え
て
研
究
し
て
ほ

し
い
。
出
さ
れ
た
経
営
改
善
計

画
は
７
千
万
円
を
返
せ
る
計
画

で
は
な
い
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て

は
出
資
法
人
の
あ
り
方
委
員
の

皆
様
に
期
待
し
て
い
る
。
経
営

不
振
、
不
透
明
な
べ
ジ
タ
ブ
ル

に
対
し
、
委
員
の
答
申
内
容
に

よ
っ
て
は
、
廃
止
・
民
間
譲

渡
・
委
託
等
、
第
二
の
夕
張
市

の
施
設
に
な
ら
な
い
よ
う
、
早

急
に
対
応
す
る
考
え
は
あ
る

か
。

（
産
業
観
光
部
長
）
国

の
補
助
事
業
の
関
係
で
簡

単
に
は
い
か
な
い
。
経
営
改
善

の
努
力
を
何
と
し
て
も
や
っ
て

も
ら
う
。
そ
の
上
で
判
断
せ
ざ

る
を
得
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

創
設
者
で
あ
り
、
ベ
ジ

タ
ブ
ル
の
代
表
取
締
役
の

副
市
長
は
一
連
の
問
題
に
対
し

決
意
と
責
任
は
。

（
副
市
長
）
今
回
責
任

を
感
じ
て
い
る
。
い
ろ
い

ろ
と
ご
心
配
、
ご
迷
惑
を
か
け

て
い
る
が
、
五
期
ま
で
が
勝
負

で
あ
り
、
よ
く
現
場
と
連
絡
を

と
り
、
良
い
成
績
が
出
せ
る
よ

う
努
力
し
た
い
。
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総 務 委 員 会

◆ 政治倫理の確立のための市長の資産等の公開に関する条例の一部を改正する条例の制定について
改正の理由は何か。
二つの法改正（郵政民営化法等の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律および証券取引法等の一部を改正
する法律）に伴い、市長の資産等報告書並びに資産等補充報告書の記載事項について改正するものである。

◆ 安曇野市公の施設の指定管理者の指定手続き等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
改正内容の骨子とその効果は何か。
当初、条例制定後経験してきた現実的なリスク対策の一環である。今回は指定管理者募集の際、その募集要項、
協定書等に盛り込む拠り所のための条例整備である。それらは指定の取り消し、業務の停止命令や市に損害を
与えた場合の賠償に関する事項等である。

◆安曇野市特別職の職員等の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について
改正の理由は何か。
過日発生した市職員の公金着服事件に対応する常勤特別職の処分に関するものである。市長、副市長、収入役の
７月の給料を100分の10減給するものである。その他関係する職員については地方公務員法に拠り懲戒処分と
した。

◆安曇野市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例の制定について
改正の理由と主なものは何か。
政令の一部改正によるものである。国全体として少子化対策が推進されており、昨年一般職の職員の給与に関
する法律が改正されたことが背景にある。扶養親族に係る加算額を引き上げるものである。

◆平成19年度安曇野市一般会計補正予算について
各庁舎の管理費が減になっているが、その理由は。
組織改正と人事異動のため公用車の所管替えをした。
堀金総合支所の宿直を一部外部委託から職員に切り替えたが、その経済効果は。
差額16万6000円のコスト減となる。
コミュニティ助成事業の算定基準はあるのか。
一般コミュニティ助成は250万円までは100％の補助率。超えた分は自己負担となる。集会施設等単独事業は事
業費の３分の１補助となる。
総合行政ネットワーク事業費の増額の理由は。
委員会構成の変更のためである。専門家ということで通信事業者を追加した。

◆明科高校に通う生徒の通学の便を図るため、大糸線駅と明科駅を結ぶバス運行に関する請願
市では既に９月からデマンド交通を実施することになっている。請願者には説明をしていくということで採択。

◆公共事業請負制度の改善並びに板金工業組合保証制度の導入に関する請願
地元業者とのことだが安曇野市全域がカバーされていないようだ。組合に加入していないと保証を受けられない
し、導入もできないとのことか。公平性の観点からも疑問であり精査する必要があるため継続審査とした。

◆一般競争入札における地域性の確保についての陳情
陳情者は安曇野市建設業組合で現在明科地域は参加していない。しかし地域性の確保ということであり採択。

◆その他陳情４件につき継続審査を要するものとした
・公共工事に関する建築物の設計者の選定及び建設省告示第1206号による設計報酬基準の採用について
・議会改革に関わる要望書
・公共サービスの安易な民間開放に反対し、国民生活の「安心・安全」の確立を求める意見書提出に関する陳情
・国保税（料）と住民税の賦課・徴収に関する陳情（総務委員会所管事項）

◆明科東川手の崩落現場視察
６月18日、明科東川手潮沢区小芹地籍の長久保沢崩落現場を視察した。県の指導も受けながら、観測機器を要
所に設置し、常時監視体制をとっているが、警報が聞き取りにくいという地元住民の指摘で３基増設で対応した。
38戸の対象地域の家屋と下流域の木戸区への土石流が心配されている。梅雨の時期が一番心配されるが、万が
一の避難体制について、十分検討していただくことを要望した。
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環境経済委員会

◆安曇野市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について
国民健康保険税改正の主な要点は。また、減免申告手続きはどのようにするのか。

国民健康保険の減免に対して、一定の基準を整備することにより、税に対する公平と公正を保持することがで

きるために行ったものである。また、減免の申告は、自主申告となる。詳細相談は支所の窓口でも受ける。

◆安曇野市営宿舎事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
指定管理者による管理の範囲と指定管理者が行う業務とは。

施設の管理はもとより、公募要綱等を検討するなかで定めてまいりたい。業務については、

（1）宿泊または休息のための提供に関する業務。

（2）施設及び付属施設の維持管理に関する業務。

（3）施設の運営に関する業務のうち、市長のみの権限に属する事務を除く業務。

◆平成19年度安曇野市一般会計補正予算（第１号）（環境経済委員会所管事項）

◆平成19年度安曇野市老人保健特別会計補正予算（第１号）

◆平成19年度安曇野市北の沢山林財産区特別会計補正予算（第１号）

◆安曇野市外１市山林組合規約の変更

以上６議案　６月定例会で付託されました。

◆陳情３件

☆し尿収集許可業者の転廃業に関わる助成金についての要望　　採択

☆国民健康保険税と住民税の賦課・徴収に関する陳情（環境経済委員会所管事項） 不採択

☆日豪EPA交渉及びWTO農業交渉に関する陳情　　採択

◆視察報告

６月14日環境経済委員会終了後、先般の大雨により地すべりが発生した明科東川手潮沢区小芹地籍の長久保沢

崩落現場を、委員７人と担当部課長、職員同行で視察した。早急の対策が必要とされる。
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5月中旬に発生した、明科東川手潮沢区小芹地籍の長久保沢崩落現場
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崩落現場で県の説明を受ける地元の皆さん
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福祉教育委員会

◆条例関係について

児童館の今後の指定管理者への移行の対応は。

今ある児童館について行革推進要綱に基づいて計画的に進めていく。当面は高家・南穂高児童館の２館であり、

原則公募によって進める。

安曇野市の子育てを日本一にする気概での対応を、指定管理者になってもサービスの中身の継続はされるように。

事業計画・実績報告を出してもらいチェックし、また運営委員会を組織し委託条件が後退しない様にする。

黒沢洞合自然公園は、災害は心配ないか。

黒沢災害は公園の上流部にあたるが、県の災害対策工事により災害はないと考えている。

洞合自然公園は、都市公園か、自然公園か。

都市計画公園ということで位置づけている。

文化財保護条例で、国や県の方も保護できると言うことか。国と県との関連は。

そのとおり、国県の補助金は厳しい。しかし、市として文化財を守る使命がある。市補助金交付要綱を作成し

取り組む。

◆補正予算について

地域密着型サービス施設(小規模特別養護老人ホーム)設置隣地に白百合荘があり、類似施設が別荘地の真ん中

に集中設置となるが問題ないか。

設置者が土地を持っていたことで、保健施設をつくれるゾーン指定の規制の中でやっている。

今回補正の児童館は、３億9365万円である。内補助金が3421万円であるが、対応遅れがなかったか。

昨年度実施計画であげ、補助金を受け取ることができた。

障害者支援事業の800万円の内容は。

通所費用が支援制度から自立支援給付に変わり、収入激変となる施設に補償追加するもので、３カ所の施設の

希望に応えたものである。

児童館の建設用地は土地開発公社からの購入であるが、他地区と比べて非常に高額と思われるが。

開発公社の最初の取得価格が高かったかは、今議論してもどうにもならない。それに事務費約380万円、利息約

200万円が上乗せされるので、市の買取はそれより安くとはいかなかった。

居宅介護サービス等に関して、コムスンが大変な社会的問題を起こしているが、安曇野市の現状と対応は。

17人がコムスンを利用している。県や市の連絡会と連携し、サービス確保・円滑な運営に万全を期していく。

日赤病院の経営がこのところ赤字経営が続いている。経営審議会等と市はどのように関わっているか。

健康福祉部そのものは経営審議会の方には入っていない。詳細は分からないが、赤字の要因に、医者減から来

る患者減があると聞く。循環器医療・人間ドッグ等に力を入れ、経常経費も改善努力すると聞いている。

交流学習センターは、豊科、穂高は都市建設部、三郷は健康福祉部と関係しているが、連携はとれているか。

部局間予算的兼ね合いを協議して進めている。

緊急を要する三郷児童館は図書館と分離施工となれば、図書館は三郷総合支所内が考えられないか。

旧３町村の継承、検討委員会の報告に基づき建設する方向である。

安曇野市にとって有能な体育指導員や学芸員が退職してしまったがこれで良いのか。

慰留はしたが、本人の希望で残念ながら退職してしまった。

図書館長が２人減となり課長兼務となる。図書館建設の大切な時、また合併メリットである専門職化に逆行す

ることになるがこれで良いのか。

適任者がいなかった。館長の在り方につき検討し、新年度には配置していきたい。

堀金常念ドームの申し込みが殺到していると聞くが。

合併して特に殺到している。冬に向かって態勢がとれない。根本的に施設が少ないので解消に努めたい。A
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建設水道委員会

◆平成19年度安曇野市一般会計補正予算（第１号）について
機構改革により事務事業等が本庁機能に集中したが、予算執行及び道路の維持管理は順調に行われているか。
道路維持関係事業は支所と連携をとり進めている。道路改良関係事業は優先順位をつけて進めている。

また、予算執行については、新年度事業執行に向けて準備を行っている。
本庁機能集中による緊急体制は。
都市建設部内に災害対策体制を組んでおり、万全を期して対応をしていく。
穂高駅西地区区画整理事業の見通しについて。
県に事業申請をしたが、若干遅れても今年度施行できると思っている。
駅西地区区画整理事業の事業整理内容の変化の考え方は。
導入する事業が宅地を提供することが目的の事業であるので、区画整理事業として整備する。
この事業は駅からの田園、北アルプス等の景観を重視した事業としているので、当初の方向を曲げないように

努めることを要望する。
穂高地区権田川の進捗状況は。
重要河川対象事業であるが補助事業として見込めないので、市単独事業として予算の許せる範囲で実施していく。
道の駅維持管理運営状況については。
道の駅設立条件である駐車場、トイレには情報発信施設を整備してあり、管理の大部分は直営で、一部物産セ

ンターに委託している。

◆平成19年度安曇野市水道事業会計補正予算（第１号）について
水道事業計画策定業務負担行為2000万円（債務負担限度額補正1000万円）の内容と事業計画骨子については。
５地域の事業を統合し、施設についても接続をはかるなど、安曇野市としての水道事業の事業認可を取得して

いく。なお、詳細部分（水量検査、水圧条件等）については委託していきたい。
事業の統合、施設接続等大きな問題であるので、全市的な検討委員会を立ち上げて、論議すべきではないか。
水道事業の統合、水道事業計画策定の基本的な事項等については、水道事業運営審議会で審議していく。
水道事業運営審議会の審議経過等については、建設水道委員会に報告し、運営審議会との整合をはかりながら

進められたい。
運営審議会の審議経過については、随時建設水道委員会に報告し意見を聞き、一定の方向を出していきたい。

（反対討論）早急に事業の統一をするように求めてきたが、今回穂高だけが値上げになり、地域の差が広がるこ
とに納得できない。また料金の差についてはあり方の検討をすべきだ。従って補正予算に反対する。

（賛成討論）穂高の料金改定は平成９年に実施したのみで、運営状況も赤字であること、将来的に事業統一とい
うなかで、各地区の事業が同一歩調で統一すべきである。従って、補正予算に賛成する。

採決の結果原案の通り可決すべきものと決定した。
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市議会として初めての「出張委員会」を穂高総合支所で開いた

Q
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6月14日開会された「出張委員会」穂高総合支所大会議室にて
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市議会を傍聴して

青柳和人さん（堀金）

４月26日（木） 大阪府　柏原市議会
☆視察内容
・わさび栽培について

６月６日（水） 岐阜県　本巣
もとす

市議会
☆視察内容
・三郷小学校校庭緑化の取り組みについて

議会行政視察受入れ報告議会行政視察受入れ報告

私は大きな目的があって、６月
の市議会を傍聴しました。それは
三郷小倉地区に作られた「産業廃
棄物中間処理施設」の稼動に対す

る、私も含めた住民の「将来不安」に、市はどのように
こたえてくれるのかに大きな関心があったからです。
議員さんの質問に、市の理事者側は「市民が不安に
思っていることについては、市としても市民の側に立
って働かざるを得ない」との立場をはっきり表明しま
したので心強く感じたところでした。「公害」といわ
れる被害は多くの場合、地下水を含めた水の流れや風
などによって広がっていくもの、といわれていること
から考えれば、今ある施設の場所は、ほぼ安曇野市の
70％以上の地域より、高いところに作られていますの
で、このまま黙って見過ごすことは出来ません。より具
体的な細部にわたる対応をお願いしたいと思います。
ただ残念だったのは、旧三郷村と業者との間での不
明な事柄についてのことでは、「三郷村はなくなって
しまったので」との理由などで明言をさけたり、先送
りしたことには歯がゆさを感じました。「旧村のこと」
とはいえ、安曇野市の基礎となっているところでのこ
とであり、これを軽く見るのでは、また同じ様なこと
がおきるのではないかと心配になりました。

お詫びと訂正

H18年５月15日発行「安曇野市議会だより」

15ページ２段目

H19年５月９日発行「安曇野市議会だより」

３ページ１段目

７ページ１段目

13ページ２段目

24ページ
編集後記18行目

お詫びして訂正します。

誤　「（講演構想）」
正　「（公園構想）」

誤　「部落開放同盟」
正　「部落解放同盟」

誤　Ａ：「（教育次長）」
正　Ａ：「（副市長）」

誤　「オール電化」
正　「オール米飯化」

誤　「冥福を捧げる」
正　「冥福を祈る」

新潟ではまた地震で被害が出た。今回の中越沖地震は長野県の一部にも被害が及んでいる。
被災された方々の一日も早い復興を心から願うものである。
「議会だより」の編集は事務局と議会広報特別委員10人によって作成されている。編集や
記載内容については、旧町村からのやり方、近隣の市のやり方等参考にして、今回７号が作
成された。まだ決まった方式が確立されていないのが現状で、議会の内容を全て記載するこ
とは不可能である。短い文章のなかでいかに正確に伝えるかは大きな課題である。今回討論
者の氏名を載せないことになった。何回も協議し検討したなかで合意点が見出せず委員会で
の採決、きん差で決まった。これまでに至る協議の方法など反省する事が沢山ある。合併し
て１年10カ月まだまだ未熟な点が多い。広報だけでなく、議会のあり方も含め市民の目線に
立って、しっかりと協議していくことが大事と思う。 （議会広報特別委員会　等々力　記）

＊議会広報特別委員会＊
委 員 長　小林純子
副委員長　黒岩宏成
委　　員　青柳吉宏　大月晃雄

草深　温　下里喜代一
等々力等　西澤韶修
藤森康友　本郷敏行

6月2日「みどりの愛護」のつどい　国営アルプスあづみの公園にて

平成19年安曇野市議会９月定例会会期日程（予定）

９月３日（月）～９月26日（水）頃を予定してい
ます。皆さんの傍聴をお待ちしています。


